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最新問題: 1
Adobe Commerce開発者は、見積もりに関する追加情報を提供するよう求められました。複数の見積もりを取得すると拡張属性が返されますが、単一の見積もりを取得すると返されません。
拡張属性が欠落している理由の 1つは何ですか?
A.開発者は、etc/extension_attributes.xmiファイルの属性に、coiiection="trueMを追加するのを忘れました。O ottribute code="my_attributesM type="MyVendor\MyModule\Api\Data\^AttributeInterface[]M
collection="true" />
B.開発者は、Hagento\Quote\Api\CartRepositoryInterface: :getでプラグインを提供しませんでした。
C.開発者は、coiiection_ioad_afterイベントにオブザーバーを実装することを怠りました。
Answer: A (メーッセージを残す)
collection="true"属性が etc/extension_attributes.xmiファイルに設定されていないため、拡張属性がありません。この属性は、見積もりが取得されたときに拡張属性が返される必要があることを
Magentoに指示します。
この問題を修正するには、開発者は、my_attributes拡張属性に collection="true"属性を追加する必要があります。
<attribute code="my_attributes" type="MyVendor\MyModule\Api\Data\AttributeInterface[]" collection="true" /> collection="true"属性が設定されると、見積りが取得されるときに拡張属性が返されます。

最新問題: 2
Adobe Commerce開発者は、サードパーティベンダーのモジュールをインストールしました。このモジュールは、third_party_event_afterというカスタムイベントを発生させ、そのイベントをリッスン
する third_party_event_after_observerというオブザーバーも定義します。開発者は、独自のモジュールでこのカスタムイベントをリッスンし、third_party_event_after_observerオブザーバーの実行が
完了した後にオブザーバーのロジックを実行したいと考えています。

開発者は、サードパーティモジュールによって定義されたオブザーバーの後にオブザーバーが実行されるようにするにはどうすればよいでしょうか。

A.サードパーティモジュールが開発者の module.xmiファイルの <sequence>ノードにリストされていることを確認します。
B.新しいオブザーバーの並べ替え順序を、サードパーティベンダーのオブザーバーの並べ替え順序よりも低くなるように設定します。
C.同じイベントをリッスンしているオブザーバーは任意の順序で呼び出される可能性があるため、これは不可能です。
Answer: A (メーッセージを残す)
Adobe Commerceでは、module.xmlファイルでモジュールの依存関係を指定することにより、同じイベントに対してオブザーバーが実行される順序を制御できます。モジュールの module.xmlファイル
の <sequence>ノードにサードパーティモジュールをリストすることにより、同じイベントに対して、モジュールのオブザーバーがサードパーティモジュールのオブザーバーの後に読み込まれるよう
になります。
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この設定により、オブザーバーがサードパーティモジュールのオブザーバーの後に実行されるようになります。Adobe Commerceは、イベントの sortOrder属性ではなく、module.xmlファイルで定義さ
れたモジュールシーケンスに基づいて、オブザーバーの実行順序を解決します。

module.xmlの例:
<?xmlバージョン="1.0"?>
<config xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" xsi:noNamespaceSchemaLocation="urn:
magento:framework:モジュール/etc/module.xsd">
<モジュール名="ベンダーモジュール"セットアップバージョン="1.0.0">
<シーケンス>
<モジュール名="サードパーティモジュール"/>
</シーケンス>
</モジュール>
</config>
追加リソース:
Adobe Commerce開発者ガイド:イベントオブザーバー
モジュール依存関係シーケンス

最新問題: 3
Adobe Commerce開発者が cronログを確認すると、次のジョブが毎日発生していることがわかります: main。
INFO: Cron Dob inventory_cleanup_reservationsが正常に終了しました。ただし、データベースの inventory_reservationテーブルは空になっていません。なぜ inventory_reservationテーブルにレコード
が残っているのでしょうか?
A.キャンセルされた注文に一致する予約のみが cronジョブによって削除されます。
B.不要になった予約のみが cronジョブによって削除されます。
C.マルチソースインベントリの「自動クリーンアップ」機能が構成で無効になっています。
Answer: B (メーッセージを残す)
inventory_reservationテーブルにレコードが残っているのは、不要になった予約のみが cronジョブによって削除されるためです。inventory_reservationテーブルは、各注文の各製品の数量を追跡し、注
文が発注、出荷、キャンセル、または返金されたときに各製品の予約を作成します。最初の予約の数量値は負で、後続の予約の数量値は正です。注文が完了すると、製品のすべての予約の合計はゼロにな

ります。cronジョブは、合計がゼロの予約のみをテーブルから削除し、未完了の注文に必要な予約はそのまま残します。検証済みの参照: [Magento 2.4 DevDocs] [Magento Stack Exchange]

最新問題: 4
配送が遅れる可能性がある製品を識別するために、カートページの製品タイトルの下に表示されるメッセージを制御するカスタム製品属性を作成するタスクがあります。

新しい EAV属性 is_delayedがブール値として作成され、管理パネルと製品ページで正しく機能しています。
$block->getProduct()->getIsDelayed()などの .phtmlカートページで is_delayed EAV属性を使用できるようにする次の実装は何でしょうか?
A)
新しいファイル etc/catalog_attributes.xmiを作成します。

B)
新しいファイル etc/extension attribute.xmiを作成します。
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新しいファイル etc/eav attribute.xmiを作成します。

A.オプションA
B.オプションB
C.オプションC
Answer: A (メーッセージを残す)
is_delayed EAV属性を .phtmlカートページで使用できるようにするには、開発者は etc/catalog_attributes.xmiという新しいファイルを作成する必要があります。このファイルには、is_delayed属性の
定義が含まれます。

次のコードは、etc/catalog_attributes.xmiファイルを作成する方法を示しています。
テキスト

<?xmlバージョン="1.0"?>
<カタログ属性>
<属性コード="is_delayed"タイプ="int">
<label>遅延しています</label>
<note>この属性は、製品が遅延しているかどうかを示します。</note>
<ソート順序>10</ソート順序>
<必須>偽</必須>
</属性>
</カタログ属性>
etc/catalog_attributes.xmiファイルが作成されると、is_delayed属性が .phtmlカートページで使用できるようになります。この属性には、Productクラスの getIsDelayed()メソッドを使用してアクセス
できます。

PHPの
$blockから製品を取得します。
$isDelayed = $product->getIsDelayed();
isDelayed変数には、is_delayed属性の値が含まれます。属性の値が 1の場合、製品は遅延しています。属性の値が 0の場合、製品は遅延していません。

最新問題: 5
Adobe Commerce開発者は、PageBuilderスライダーコンテンツタイプを変更して、新しいカスタムコンテンツタイプ (スライド以外)を子として割り当てられるようにするように依頼されました。開
発者は、モジュール内に improved_slideという新しいコンテンツタイプを既に作成しています。新しいコンテンツタイプをスライダーコンテンツタイプの子として割り当てられるように、モジュール
内に新しい view/adminhtml/pagebuilder/content_type/slider. xmlファイルを作成する必要があります。
これを実現するための正しい XMLは何ですか?
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A.

B.

C.
Answer: B (メーッセージを残す)
次の XMLにより、新しいコンテンツタイプをスライダーコンテンツタイプの子にすることができます。
<ページビルダーコンテンツタイプ>
<type>スライダー</type>
<子供達>
<type>改善されたスライド</type>
</子供>
</ページビルダー_コンテンツ_タイプ>
コードは慎重に使用してください。

この XMLは、スライダーコンテンツタイプが、子として improved_slideコンテンツタイプを持つことができることを Magentoに伝えます。

最新問題: 6
Adobe Commerce開発者はカスタムモジュールを開発しています。実装の一環として、Custom\Module\Model\Exampleクラスのすべてのインスタンスが Magento\Filesystem\Adapter\Localの新しいイ
ンスタンスを受け取ることを決定しました。

開発者は di.xmlを使用してこれをどのように実現するのでしょうか?

A.

B.
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C.
Answer: B (メーッセージを残す)
開発者は、di.xmlファイルに次の構成を追加することでこれを実現できます。
テキスト

<設定>
<コンポーネント名="Custom\Module\Model\Example"ファクトリー="Custom\Module\Model\ExampleFactory">
<引数>
<引数名="filesystemAdapter"タイプ="Magento\Filesystem\Adapter\Local" />
</引数>
</コンポーネント>
</config>
この構成により、Custom\Module\Model\Exampleクラスのすべてのインスタンスが Magento\Filesystem\Adapter\Localクラスの新しいインスタンスを受け取るようになります。

最新問題: 7
販売者は、Adobe Commerce Cloud Proプランの統合環境でパフォーマンスの問題が発生しており、拡張統合環境にアップグレードしたいと考えています。
拡張統合環境にアップグレードするために再デプロイする前に必要な手順は何ですか?
A. 1.統合ブランチの数を2つに制限する
2.アップグレードを要求するサポートチケットを送信する
B. 1.統合ブランチの数を3つに制限する
2. .magento.env.yamlのENV.ENVIRONMENTをENHANCEDJNTEGRATIONに設定する
C. 1.統合ブランチの数を4つに制限する
2.クラウドGUIで統合環境を設定し、拡張スイッチをオンに設定します。
Answer: A (メーッセージを残す)
Adobe Commerce Cloudの拡張統合環境にアップグレードするには、統合ブランチの制限の管理や Adobeサポートとの調整など、アップグレードに向けて環境が準備されていることを確認するための
特定の手順が必要です。

*統合ブランチの制限:
* Adobe Commerce Cloudの拡張統合環境では、アクティブな統合ブランチが最大 2つまでしかサポートされません。アップグレード前にこの要件を満たす必要があります。
*サポートチケットの送信:
*これにはインフラストラクチャの変更が伴うため、アップグレードをリクエストし、Adobeのサポートチームから支援を受けるには、サポートチケットを送信する必要があります。
*オプションAが正しい理由:
*このオプションでは、2つのブランチの制限やサポートチケットのプロセスなど、適切な手順が概説されています。オプション Bと Cでは、.magento.env.yamlを変更するか、GUIを介して構成するこ
とが提案されていますが、アップグレードには Adobeからの直接サポートが必要なため、このシナリオではこれらは適用されません。
*参考文献:
*拡張統合環境に関する Adobe Commerce Cloudドキュメント

最新問題: 8
Adobe Commerce開発者が顧客グリッドに新しい列を正常に追加しました。この列の内容をグリッドに表示する前に、データをフォーマットする必要があります。
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ベストプラクティスによれば、開発者は列をレンダリングするためのカスタムロジックをどのように追加するのでしょうか?
A. 1.プラグインforMagento\Ui\Component\Listing\Columns\Column::prepareColumn()を作成します。
2. afterPreparecoiumnメソッド内にカスタムロジックを追加します。
B. 1. flagento\Ui\Component\Listing\Columns\Colunmを拡張するカスタムクラスを作成します。
2. prepareDataSourceメソッド内にカスタムロジックを追加します。
3.モジュールの customer_listing.xml内の列ノードに属性クラスを追加します。
C. 1.設定を使用して Magento\Customer\Ui\Component\DataProviderクラスをオーバーライドします。
2. getData()メソッドをオーバーライドし、行ごとにカスタムロジックを追加します。
Answer: B (メーッセージを残す)
グリッド列のデータフォーマットにカスタムロジックを追加するベストプラクティスは、新しいクラスを作成して拡張することです。

\Magento\Ui\Component\Listing\Columns\Column。prepareDataSourceメソッドは、UIコンポーネントに表示される前にデータを処理およびフォーマットするために設計されています。
*カスタム列クラスで prepareDataSourceを使用する:
* \Magento\Ui\Component\Listing\Columns\Columnを拡張すると、prepareDataSourceメソッドにアクセスでき、必要に応じてデータを操作できるようになります。
*カスタムクラスを追加すると、再利用性とモジュール化コードが可能になり、Magentoのアーキテクチャに沿ったものになります。
*オプション Bが正しい理由:
*このオプションは Magentoの UIコンポーネント構造を適切に使用し、グリッドデータ操作用のクラスとメソッドに重点を置いています。オプション Aには不要なプラグインが含まれてお
り、DataProvider設定のオプション Cは、単純な UI変更には一般的に推奨されません。
*実装手順:
* Columnクラスを拡張し、prepareDataSourceメソッドにロジックを追加します。
*次に、customer_listing.xmlで、class属性を使用して <column>ノード内でこのクラスを参照します。
*参考文献:
* Magento UIコンポーネントのカスタム列作成ガイド
* Magento\Ui\Component\Listing\Columns\Columnの Adobe Commerceドキュメント

最新問題: 9
Adobe Commerce開発者は、フロントエンドコントローラーにデータを送信するカスタムフォームを作成するという課題を抱えています。彼らはアクションを作成することを決定し、
\Magento\Framework\App\Action\HttpPostActioninterfaceクラスを使用していますが、データベースにデータが保存されておらず、送信後にフロントエンドにエラーメッセージが表示されます。
デバッグしてデータ永続ロジックが正しいことを確認した後、この問題の原因と解決策は何でしょうか?
A. Magentoはフロントエンドコントローラーへの POSTリクエストを許可しないため、送信機能を APIエンドポイントとして書き直す必要があります。
B.開発者はアクションにvalidatePostDataQメソッドを実装し忘れました。このメソッドを実装する必要があります。検証されていないすべてのPOSTデータはリクエストから削除され、エラーがスロー
されます。

C.フォームキーの検証はすべての非 AJAX POSTリクエストで実行されるため、開発者はリクエストに for_keyを追加する必要があります。
Answer: C (メーッセージを残す)
Magento Stack Exchangeの回答によると、フォームキー検証は、リクエスト内のフォームキーが Magentoによって生成されたものと一致するかどうかを確認することで CSRF攻撃を防ぐセキュリ
ティ機能です。開発者がカスタムフォームに form_keyを含めない場合、検証は失敗し、エラーが表示されます。したがって、開発者は <?=を使用してリクエストに form_keyを追加する必要がありま
す。

テンプレートファイルに $block->getBlockHtml ('formkey') ?>を追加します。検証済みの参照:
https://magento.stackexchange.com/questions/95171/magento-2-form-validation
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最新問題: 10
インデクサーに関する問題を調査しているときに、Adobe Commerce開発者がログに「一時テーブルに割り当てられたメモリサイズが innodb_buffer_pool_sizeの 20%を超えています」のようなエラー

を確認しています。クライアントで innodb_buf f er_pool_sizeを更新するか、バッチサイズの値を減らすことをお勧めします。
バッチサイズの値を小さくするとパフォーマンスが向上するのはなぜですか?
A.これにより、一時テーブルのメモリ使用量が削減されます。
B.これにより、バッチプロセスごとに長いタイムアウトが可能になります。
C.これにより、プロセス中にさらに多くの PHPスレッドを利用できるようになります。
Answer: A (メーッセージを残す)
バッチサイズの値を小さくすると、一時テーブルのメモリ使用量が減り、パフォーマンスが向上します。

バッチサイズの値は、インデクサーが一度に処理するデータ行数を決定します。バッチサイズの値が大きすぎると、一時テーブルに割り当てられたメモリサイズが innodb_buffer_pool_sizeの 20%を
超え、エラーが発生してインデックス作成プロセスが遅くなる可能性があります。バッチサイズの値を小さくすると、インデクサーはデータをより効率的に処理し、メモリの問題を回避できます。検証

済みの参照: [Magento 2.4 DevDocs] [Magento Stack Exchange]

最新問題: 11
国際的な販売業者は、商品全体をインポートした後、変更がフロントエンドに反映されるまでに時間がかかりすぎると不満を述べています。

Adobe Commerce開発者は、データベースの問題である可能性があると考え、次のエンティティ数を収集します。
*カテゴリ: 900
*製品数: 30万
*顧客数: 70万人
*顧客グループ: 106
*注文数: 160万
*請求書: 500k
*クレジットメモ: 50k
*ウェブサイト: 15
*店舗数：45
考えられる原因は何でしょうか?
A.製品、カテゴリ、店舗の数の組み合わせが大きすぎます。これにより、フラットカタログインデックスに大量の値が格納され、通常の速度で処理するには大きすぎます。
B.注文、顧客、請求書、クレジットメモの数の組み合わせが大きすぎます。これにより、顧客グリッドインデックスに大量の値が格納され、通常の速度で処理するには大きすぎます。
C.製品、顧客グループ、Webサイトの数の組み合わせが大きすぎます。これにより、価格インデックスに保存される値が膨大になり、通常の速度で処理できなくなります。
Answer: (解答を表示する)
完全な製品インポート後にフロントエンドで変更が反映されるまでに時間がかかる原因として考えられるのは、製品、顧客グループ、ウェブサイトの数の組み合わせです。これにより、価格インデックス

に膨大な量の値が格納され、通常の速度では処理できないほど大きくなります。価格インデックスは、税金、割引、カタログ価格ルールなどのさまざまな要素を考慮して、顧客グループとウェブサイトご

とに各製品の最終価格を計算します。製品、顧客グループ、ウェブサイトの数が多い場合、価格インデックスは非常に複雑になり、更新に時間がかかります。検証済みの参照: [Magento 2.4 DevDocs]
[Magento Stack Exchange]

最新問題: 12
Adobe Commerce開発者は、B2Cおよび B2B Webサイトを含む Magento 2インスタンスで作業しています。各Webサイトには、英語、ウェールズ語、フランス語のユーザー向けの 3つの異なるスト
アビューが含まれています。開発者は、サイト全体で使用される汎用リンクテンプレートを使用して、B2C Webサイトと B2B Webサイトの間にリンクを追加することを任されていますが、ストア
ビューに関係なく、これらのリンクを英語で表示したいと考えています。

開発者は、レンダリング前にこのテンプレートで使用するカスタムブロックを作成し、次のコードを使用して翻訳ロケールを設定し、環境エミュレーションを開始します。
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テンプレートのテキストが各ストアの言語にまだ翻訳中であることがわかりました。なぜこのようなことが起こるのでしょうか?
A. startEnvironmffntEmulation()は、setLocale()オプションの 2番目の $lockパラメータ、つまり setLocale($newLocaleCode, true)を使用してロケールを設定およびロックし、エミュレートされたスト
アのロケールをオーバーライドしてロックします。これが最初に設定およびロックされている場合、環境エミュレーションはこれをオーバーライドできません。

B. startEnvironmentEmuiation()は、エミュレートされたストアの 1つに翻訳ロケールをリセットします。これは、上記のように setLocateと startEnvironmentEmulationの順序が使用されるときに開発
者が設定したロケールをオーバーライドします。

C. setLocate()は、翻訳ロケールを最初に設定した後には変更しません。
$this->_translate->emulate($newLocaiecode)メソッドは、新しいロケールを現在の emuiatedLocalesスタックの先頭にプッシュすることで、これを一時的に変更するために存在します。
Answer: B (メーッセージを残す)
startEnvironmentEmulation()メソッドは、エミュレートされたストアの 1つに翻訳ロケールをリセットします。これにより、上記のように setLocale()と startEnvironmentEmulation()の順序が使用され
るときに、開発者が設定したロケールがオーバーライドされます。

望ましい結果を得るための正しい方法は、emulate()メソッドを使用して翻訳ロケールを一時的に変更することです。次のコードは、その方法を示しています。
PHPの
$this->_translate->emulate('en_US');
//テンプレートをレンダリングする
$this->_translate->revert();
このコードは、テンプレートをレンダリングする前に翻訳ロケールを英語に設定し、テンプレートがレンダリングされた後にロケールをデフォルト値に戻します。

startEnvironmentEmulation()メソッドは、異なるストアビューまたはWebサイトをエミュレートするために使用されます。これは、テスト目的や、さまざまな環境で動作する必要がある機能の開発に
役立ちます。

emulate()メソッドは、翻訳ロケールを一時的に変更するために使用されます。これは、特定の言語でテンプレートをレンダリングする場合や、異なる言語で動作する必要がある機能をテストする場合に
役立ちます。

最新問題: 13
開発者は Adobe Commerce Cloudステージング環境に新しいリリースを展開したいと考えていますが、まずは実稼働環境から最新のコードを入手する必要があります。
開発者はステージング環境を更新するために何をするでしょうか?
A. 1.プロジェクトWebインターフェイスにログインします。
2.ステージング環境を選択し、同期をクリックします。
B. 1.プロジェクトWebインターフェースにログインします。
2.ステージング環境を選択し、マージをクリックします。
C. 1.本番環境へのチェックアウト
2. magento-cloud synchronize <environment-ID>コマースCLIコマンドを使用する
Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 14
モジュールの di.xmlファイルは、クラス Actionの 2つのプラグインを添付します。
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aroundプラグインのコードは次のとおりです。

プラグインの実行順序はどうなりますか?

A.

B.

C.
Answer: C (メーッセージを残す)
プラグインの実行順序は次のとおりです。

プラグインA::beforeDispatch()
プラグインB::beforeDispatch()
PluginA::aroundDispatch()
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aroundプラグインのコード
プラグインB::afterDispatch()
プラグインA::afterDispatch()
aroundDispatch()メソッドは別のスコープで実行されるため、aroundプラグインのコードは、両方のプラグインの beforeDispatch()メソッドの後、両方のプラグインの afterDispatch()メソッドの前に実
行されます。

プラグインの実行順序を示す図を以下に示します。

プラグインA
ディスパッチ前()
ディスパッチ()
afterDispatch()
プラグインB
ディスパッチ前()
afterDispatch()

最新問題: 15
Adobe Commerce Cloudプロジェクトでは、2つの新しい支払いモジュールをインストールした拡張統合環境を使用しています。
開発者は Cloud CLI for Commerceツールを使用しています。
開発者は統合環境でこの新しい機能をテストするために何をするでしょうか?
A. 1.統合環境ブランチの 1つを複製します。
2.統合から新しいアクティブブランチを作成し、モジュールをインストールします。
3.変更をプッシュします。
B. 1.統合から新しいブランチを作成し、モジュールをインストールします。
2.変更をプッシュします。
3.ブランチのアクティブステータスのチェックは必要ありません。
C. 1.アクティブな統合環境ブランチの 1つを非アクティブ化します。
2.統合から新しいアクティブブランチを作成し、モジュールをインストールします。
3.変更をプッシュします。
Answer: (解答を表示する)
開発者は、アクティブな統合環境ブランチの 1つを非アクティブ化し、統合から新しいアクティブなブランチを作成してモジュールをインストールし、変更をプッシュすることで、統合環境で新機能を
テストできます。これは、拡張統合環境では一度にアクティブなブランチが 4つに制限されており、各ブランチには専用のデータベースとサービスがあるためです。開発者は、Cloud CLI for Commerce
ツールを使用してブランチを管理し、コードの変更をデプロイできます。検証済みリファレンス: [Magento 2.4 DevDocs] 1

最新問題: 16
Adobe Commerce開発者が、特定の注文を外部の会計システムにエクスポートするプロセスを作成しました。このプロセスは、Magento CLIを使用してコマンド php bin/magento my_module:order:
process --order_id=<order_id>で起動する必要があります。
例: php bin/magento my_module:order:process --order_id=1245。
コマンドを設定する正しい方法は何ですか?
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A.

B.

C.

D.
Answer: C (メーッセージを残す)
Magentoコマンドラインインターフェース (CLI)ガイドの使用方法によると、Magento CLIを設定して実行するには、開発者は bin/magentoファイルを実行可能にして、それを使用してコマンドを実行
する必要があります。カスタムコマンドを作成するには、開発者は \Symfony\Component\Console\Command\Commandを実装するクラスを作成し、その名前、説明、引数、オプション、およびロジック
を定義する必要があります。開発者は、Magento\Framework\Console\CommandList引数を使用して、モジュールの di.xmlファイルにコマンドを登録する必要もあります。したがって、オプション Cは、
カスタムコマンドを設定するための正しいクラスと di.xmlコードを示しているため、正解です。検証済みの参照: https://www.a2hosting.com/kb/installable-applications/optimization-and-
configuration/magento1/using-the-magento-command-line-interface-cli/

有効な AD0-E716問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AD0-E716試験問題集！ GoShiken.comが最新の AD0-E716試験問題集を提供しています。GoShiken.com AD0-E716試験問
題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AD0-E716問題集をゲットする人はこちら: https://www.goshiken.com/Adobe/AD0-E716-mondaishu.html (7230%OFF問題集溶と正解付

きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 17
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Adobe Commerce開発者は、管理パネルのカスタムフォームにファイルフィールドを追加するタスクを負っています。このフィールドでは、サイズが 2 MB以下の .PDFファイルのみを受け入れる必要
があります。これまでに、開発者は、フォームコンポーネント xmlファイルの fieldsetノード内に次のコードを追加しました。

開発者は検証をどのように実装するのでしょうか?
A)
HyVendor\MyModule\Controller\Adminhtml\CustomEntity\UploadPdfコントローラー内に検証を追加する

B)
モジュールの di.xmi内に、コンストラクターの aiilowedExtensionsと maxFilesizeを指定する仮想型 forMyvendor\MyModuie\Modei\customPdfupioaderを追加します。

C)
<settings>ノード内に次のコードを追加します。

A.オプションA
B.オプションB
C.オプションC
Answer: B (メーッセージを残す)
開発者は、モジュールの di.xmi内で、コンストラクターの aiilowedExtensionsと maxFilesizeを指定して、Myvendor\MyModuie\Modei\customPdfupioaderの仮想型を追加できます。この方法では、開発
者は既存のファイルアップローダークラスを再利用し、コアコードを変更せずに特定のフィールドに合わせてカスタマイズできます。検証済みの参照: [Magento 2.4 DevDocs] [Magento Stack
Exchange]

最新問題: 18
Adobe Commerce開発者は、PDFと画像を無料でダウンロードするためのカスタムモジュールの追跡レベルを変更するように求められています。
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モジュールには次のモデルが含まれています。

ベンダー\無料ダウンロード\モデル\ダウンロード
Vendor\FreeDownload\Model\DownloadPdfは Vendor\FreeDownload\Model\Downloadを拡張します。Vendor\FreeDownload\Model\DownloadImageは Vendor\FreeDownload\Model\Downloadを拡張
します。ダウンロードクラスには、tracking_levelのパラメーターがあります。
開発者は、di.xmlで、Downloadクラスおよび Downloadを拡張するすべてのクラスの値を 4に設定するには、tracking_levelパラメータをどのように構成しますか?

A.

B.

C.
Answer: C (メーッセージを残す)
親クラスのパラメータを構成して、それがすべての子孫クラスに伝播されるようにするには、di.xml内で親クラスにパラメータを定義するのが正しい方法です。この方法では、明示的にオーバーライド
されない限り、この親から継承するすべての子クラスはパラメータ値を自動的に使用します。

オプション Cが正解である理由は次の通りです。
*親クラス (Vendor\FreeDownload\Model\Download)での構成:Downloadクラスで直接、tracking_levelパラメータを設定すると、DownloadPdfや DownloadImageなど、このクラスを拡張するすべての
クラスが、tracking_levelパラメータ値を継承するようになります。このメソッドは、Magentoの依存性注入構成を活用し、親クラスで設定されたパラメータを子クラスにカスケードできるようにしま
す。

*説明: Magentoの依存性注入システムでは、親クラスレベルで設定されたパラメータは、より具体的なレベルで上書きされない限り、すべての子クラスで使用できます。親クラスで tracking_levelを定
義すると効率的であり、すべてのサブクラス間で一貫性が確保されます。

*参考資料: Magentoの公式開発者ドキュメントでは、上位レベルの di.xmlで定義されたクラスの依存関係と構成パラメータは、子孫クラスからアクセス可能であると説明されています。
これは、クラスの階層に影響するパラメータを設定するための Magentoの標準的な方法です。
*冗長構成の回避:個々の子クラスにパラメータを設定するオプション Aや、複数の子クラスにパラメータを冗長に設定するオプション Bとは異なり、オプション Cは構成を一元化するため最適です。
これにより、矛盾のリスクが軽減され、メンテナンスが簡素化されます。
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オプション Aと Bは次の理由で不正解です。
*オプション Aは、単一の子クラスに対してパラメータを構成します。これは、DownloadImageなどの他の子クラスには影響しません。
*オプション Bは、各子クラスのパラメータを個別に冗長的に設定しますが、パラメータを親から継承できる場合は不要です。

最新問題: 19
Adobe Commerce開発者は、カスタムブランドエンティティを管理するモジュールに取り組んでおり、SearchCriteriaを使用して次の SQLクエリを複製したいと考えています。

A.

B.

C.
Answer: A (メーッセージを残す)
正解はオプション Aです。このアプローチでは、2つのフィルターグループを使用して、Magentoの SearchCriteria APIを使用した SQLクエリからのロジックを正しく実装します。
*ロジックの理解:指定された SQLクエリには、2つの主な条件が含まれています。
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* featured = 1 AND logo_image IS NOT NULL (AND条件でグループ化)
*有効 = 1
Magento SearchCriteriaの用語では、これらは次のように翻訳されます。
*フィルターグループ 1: featured = 1かつ logo_imageが NULLではない
*フィルターグループ 2:有効 = 1
次に、暗黙の AND条件を使用して 2つのフィルターグループが結合されます。
* MagentoのSearchCriteria構造: SearchCriteriaオブジェクトはMagentoで推奨される方法です
2複雑な条件でコレクションをフィルタリングして取得します。
*フィルターグループ:フィルターをグループ化するために使用されます。フィルターグループ内のすべてのフィルターは AND条件で結合されます。
*フィルター:単一のフィールドの条件を定義します。
*オプションAのコードの説明:
*注目フィールドに対してフィルター 1が作成され、eq条件タイプで 1に設定されます。
*フィルター 2は、notnull条件タイプを使用して、logo_imageフィールドに対して作成されます。
*フィルター 1とフィルター 2はフィルターグループ 1に結合され、これらのフィルター間に AND条件が適用されます。
*有効なフィールドに対してフィルター 3が作成され、eq条件タイプで 1に設定されます。
*フィルターグループ 2にはフィルター 3のみが含まれます。
*最後に、両方のフィルターグループが SearchCriteriaオブジェクトに設定されます。デフォルトでは、SearchCriteriaは AND条件を使用してフィルターグループを結合します。
*オプション Aが正しい理由:オプション Aでは、目的の SQLクエリロジックに正確に一致する 2つのフィルターグループを使用します。
* featuredと logo_imageを AND条件で正しく結合します。
*次に、enabledが 1であるかどうかを確認します。これは、2番目のフィルターグループによって処理されます。
*参考文献:
*検索条件ビルダー -この Adobe Commerceドキュメントページでは、SearchCriteriaBuilderの作成方法と使用方法について説明します。
*フィルターグループと条件 - SearchCriteriaでフィルターグループと条件を構成する方法の概要を示します。
* Magento 2 API - SearchCriteriaを含む Magento 2 APIの操作に関する一般的なドキュメント。
このアプローチは、複数のフィルターグループと条件を持つ SearchCriteriaを使用して複雑な SQLクエリを複製するための Adobe Commerceの標準的な方法です。

最新問題: 20
Adobe Commerce開発者はカスタムモジュールを開発しています。実装の一環として、Custom\Module\Model\Exampleクラスのすべてのインスタンスが Magento\Filesystem\Adapter\Localの新しいイ
ンスタンスを受け取ることを決定しました。

開発者は di.xmlを使用してこれをどのように実現するのでしょうか?

A.

B.



C.
Answer: B (メーッセージを残す)
開発者は、di.xmlファイルに次の構成を追加することでこれを実現できます。
テキスト

<設定>
<コンポーネント名="Custom\Module\Model\Example"ファクトリー="Custom\Module\Model\ExampleFactory">
<引数>
<引数名="filesystemAdapter"タイプ="Magento\Filesystem\Adapter\Local" />
</引数>
</コンポーネント>
</config>
この構成により、Custom\Module\Model\Exampleクラスのすべてのインスタンスが Magento\Filesystem\Adapter\Localクラスの新しいインスタンスを受け取るようになります。

最新問題: 21
Adobe Commerce開発者は、データをフロントエンドコントローラーに送信するカスタムフォームを作成する任務を負っています。アクションを作成することを決定し、\Magento\Framework\App
\Action\HttpPostActioninterfaceクラスを実装しましたが、データベースにデータが保持されず、送信後にフロントエンドにエラーメッセージが表示されます。
デバッグしてデータ永続ロジックが正しいことを確認した後、この問題の原因と解決策は何でしょうか?
A. Magentoはフロントエンドコントローラーへの POSTリクエストを許可しないため、送信機能を APIエンドポイントとして書き直す必要があります。
B.開発者はアクションにvalidatePostDataQメソッドを実装し忘れました。このメソッドを実装する必要があります。検証されていないすべてのPOSTデータはリクエストから削除され、エラーがスロー
されます。

C.フォームキーの検証はすべての非 AJAX POSTリクエストで実行されるため、開発者はリクエストに for_keyを追加する必要があります。
Answer: C (メーッセージを残す)
Magento Stack Exchangeの回答によると、フォームキー検証は、リクエスト内のフォームキーが Magentoによって生成されたものと一致するかどうかを確認することで CSRF攻撃を防ぐセキュリ
ティ機能です。開発者がカスタムフォームに form_keyを含めない場合、検証は失敗し、エラーが表示されます。したがって、開発者はテンプレートファイルで <?= $block->getBlockHtml ('formkey') ?>
を使用して、リクエストに form_keyを追加する必要があります。検証済みの参照: https://magento.stackexchange.com/questions/95171/magento-2-form-validation

最新問題: 22
Adobe Commerceは顧客のパスワードをハッシュするためにどのハッシュアルゴリズムを選択しますか?
A. Sodium拡張機能がインストールされている場合は SHA256が選択され、インストールされていない場合は Magentoのデフォルトのハッシュアルゴリズムとして MD5が使用されます。
B. Sodium拡張機能がインストールされている場合は、Argon 2ID13が選択され、そうでない場合は Magentoのデフォルトのハッシュアルゴリズムとして SHA256が使用されます。
C. Sodium拡張機能がインストールされているかどうかは関係ありません。Magentoのハッシュのデフォルトアルゴリズムは SHA256になります。
Answer: (解答を表示する)
Sodium拡張機能がインストールされている場合、Magentoのデフォルトのハッシュアルゴリズムとして Argon 2ID13が選択されます。
それ以外の場合は、SHA256が使用されます。
Sodium拡張機能は、暗号化機能を提供する PHP拡張機能です。Argon 2ID13は、SHA256よりも安全であると考えられているパスワードハッシュアルゴリズムです。
Sodium拡張機能がインストールされている場合、Magentoは顧客パスワードのデフォルトのハッシュアルゴリズムとして Argon 2ID13を使用します。Sodium拡張機能がインストールされていない場
合、Magentoは SHA256をデフォルトのハッシュアルゴリズムとして使用します。

https://www.jpnpdf.com/Adobe.AD0-E716.v2025-04-28.q70-mondaishu.html
https://www.jpnpdf.com/Adobe.AD0-E716.v2025-04-28.q70-mondaishu.html
https://www.jpnpdf.com/Adobe.AD0-E716.v2025-04-28.q70-mondaishu.html


最新問題: 23
Adobe Commerce Cloudプラットフォームでは、ECE-Toolsパッケージはどの順序でパッチを適用しますか?
A. 1. Cloud Patches for Commerceパッケージに含まれるすべての必要な Magentoパッチ。
2. /m2-hotfixesディレクトリ内のカスタムパッチは、パッチ名のアルファベット順になっています。
3.品質パッチツールに含まれる、選択されたオプションの Magentoパッチ。
B. 1. Cloud Patches for Commerceパッケージには、必要なすべての Magentoパッチが含まれています。
2.品質パッチツールに含まれる、選択されたオプションの Magentoパッチ。
3. /m2-hotfixesディレクトリ内のカスタムパッチは、パッチ名のアルファベット順になっています。
C. 1. /m2-hotfixesディレクトリ内のカスタムパッチ (パッチ名のアルファベット順)。
2.必要なすべての Magentoパッチは、Cloud Patches for Commerceパッケージに含まれています。
3.品質パッチツールに含まれる、選択されたオプションの Magentoパッチ。
Answer: B (メーッセージを残す)
ECE-Toolsパッケージがパッチを適用する順序は次のとおりです。
必要なすべての Magentoパッチは、Cloud Patches for Commerceパッケージに含まれています。
品質パッチツールに含まれる、選択されたオプションの Magentoパッチ。
/m2-hotfixesディレクトリ内のカスタムパッチは、パッチ名のアルファベット順に並べられています。
ECE-Toolsパッケージは、Adobe Commerce Cloudプロジェクトを管理および展開するために設計されたスクリプトとツールのセットです。Cloud Patches for Commerceパッケージは、Adobe
Commerce Cloudの機能に影響する Magentoコアの問題に対する必要なパッチのセットを提供する ECE-Toolsの依存関係です。Quality Patches Toolは、開発者が完全な製品リリースを待たずに特定
の Magentoの問題に対して個別のパッチを適用できるようにするオプションのツールです。/m2-hotfixesディレクトリは、開発者が Adobe Commerce Cloudプロジェクト用の独自のカスタムパッチを
配置できるディレクトリです。検証済みの参照: [Magento 2.4 DevDocs]

最新問題: 24
Adobe Commerce開発者は、管理パネルにWYSIWYGとして表示される製品 EAV属性をプログラムで作成したいと考えています。wysiwyg_enabledが trueに設定されていることを確認しましたが、
属性は管理パネルにWYSIWYGとして表示されません。
考えられる理由は何でしょうか?
A. is_html_allowed_on_frontオプションが falseに設定されています。
B.入力タイプがテキストに設定されていません。
C.入力タイプがテキストエリアに設定されていません。
Answer: C (メーッセージを残す)
製品 EAV属性の input_type属性は、管理パネルで属性の値を入力するために使用される入力フィールドのタイプを指定します。textarea入力タイプは、WYSIWYGフィールドに使用されま
す。input_type属性が textareaに設定されていない場合、属性は管理パネルでWYSIWYGとして表示されません。
これを修正するには、開発者は input_type属性を textareaに設定する必要があります。

最新問題: 25
販売者は、Adobe Commerce Cloud Proプランの統合環境でパフォーマンスの問題が発生しており、拡張統合環境にアップグレードしたいと考えています。
拡張統合環境にアップグレードするために再デプロイする前に必要な手順は何ですか?
A. 1.統合ブランチの数を2つに制限する
2.アップグレードを要求するサポートチケットを送信する
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B. 1.統合ブランチの数を3つに制限する
2. .magento.env.yamlのENV.ENVIRONMENTをENHANCEDJNTEGRATIONに設定する
C. 1.統合ブランチの数を4つに制限する
2.クラウドGUIで統合環境を設定し、拡張スイッチをオンに設定します。
Answer: A (メーッセージを残す)
拡張統合環境にアップグレードするために再展開する前に必要な手順は、統合ブランチの数を 2つに制限し、アップグレードを要求するサポートチケットを送信することです。
拡張統合環境は、統合環境の改良版であり、パフォーマンス、安定性、セキュリティが向上しています。一度にアクティブにできるブランチは 4つまでですが、標準の統合環境から移行できるブランチは
2つだけです。開発者は、Adobeサポートにアップグレードを依頼する前に、余分なブランチを削除するか、非アクティブにする必要があります。検証済みの参照: [Magento 2.4 DevDocs]

最新問題: 26
モジュールの di.xmlファイルは、クラス Actionの 2つのプラグインを添付します。
PluginAには、beforeDispatch、aroundDispatch、afterDispatchというメソッドがあります。PluginBには、次のメソッドがあります。
beforeDispatch、afterDispatch。

aroundプラグインのコードは次のとおりです。

プラグインの実行順序はどうなりますか?

A.

B.
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C.
Answer: A (メーッセージを残す)
* Magentoプラグインの種類と実行順序:
* Before Plugins:実際のメソッドが呼び出される前に実行します。昇順の sortOrderで実行されます。
* Aroundプラグイン:メソッド呼び出しをラップします。aroundメソッドが実行され、実際のメソッドを呼び出す $nextコールバックに制御が渡されます。
* Afterプラグイン:メソッドが完了した後に実行します。降順の sortOrderで実行されます。
*プラグイン構成の分析:
* PluginA (sortOrder="10")には beforeDispatch、aroundDispatch、afterDispatchメソッドがあります。
* PluginB (sortOrder="20")には beforeDispatchメソッドと afterDispatchメソッドがあります。
*オプションAの実行順序の内訳:
*プラグイン前:
* PluginA::beforeDispatch()が最初に実行されます (sortOrderが低い)。
* PluginB::beforeDispatch()が 2番目に実行されます。
*プラグイン周辺:
* PluginA::aroundDispatch()は、ディスパッチメソッドをラップします。カスタムコードが完了し、$next関数が呼び出された後にのみ、実際のディスパッチ呼び出しに進みます。
*アクションディスパッチ:
* Action::dispatch()は、$next()を介して PluginA::aroundDispatch()の一部として実行されます。
*プラグイン後:
* PluginB::afterDispatch()は、sortOrderが高いため、dispatchメソッドの後に実行されます。
* PluginA::afterDispatch()が最後に実行されます。
オプション Aの実行フロー:
*プラグインA::beforeDispatch()
*プラグインB::beforeDispatch()
* PluginA::aroundDispatch()は Action::dispatch()をラップします
* Action::dispatch()は PluginAの aroundDispatch内で発生します
*プラグインB::afterDispatch()
*プラグインA::afterDispatch()
これはオプション Aで指定された順序と一致します。
参考文献:
* Magentoプラグイン (インターセプター)の概要 - Adobe Commerce開発者ガイドでは、before、around、afterプラグインの役割と順序について詳しく説明しています。
*プラグインの実行順序の管理 - sortOrderがプラグインの実行順序にどのように影響するかについて説明します。
* Magento依存性注入構成 - di内でプラグインを構成するための詳細情報。
xmlです。
sortOrderとプラグインタイプのルールに従うことで、オプション Aは指定されたセットアップのプラグイン実行順序を正しく表します。

最新問題: 27
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Adobe Commerce開発者は、既存のルートにアクションを追加したいと考えていますが、元のルートのアクションの機能には干渉したくありません。
開発者は、アクションが元のモジュールで副作用なく動作することを保証するために何をする必要がありますか?
A.ルート宣言では、beforeまたは afterパラメータを使用して、元のモジュールの前または後にモジュールをロードします。
B.新しいアクションを標準ルーターコンストラクターの $actiomistパラメーターに挿入します。
C. My.Moduleの controllers/front_name/にアクションを追加すると、Magentoが自動的にそれを検出して使用します。
Answer: A (メーッセージを残す)
元のルートの機能に干渉せずに既存のルートにアクションを追加するには、開発者はルート宣言で beforeまたは afterパラメータを使用する必要があります。これにより、開発者のモジュールがそれぞ
れ元のモジュールの前または後に読み込まれます。

たとえば、次のコードは、元のモジュールのアクションの前に、my_module/indexルートにアクションを追加します。
<ルート id="my_module/index">
<before>my_module_before</before>
<アクションクラス="MyModule\Controller\Index">
<引数>
<引数名="コンテキスト"タイプ="Magento\Framework\App\Action\Context"/>
</引数>
</アクション>
</ルート>
my_module_beforeアクションは MyModule\Controller\Indexアクションの前に実行されるため、開発者は元のアクションが実行される前に必要なセットアップを実行できます。

最新問題: 28
Adobe Commerceの開発者は、PageBuilderのスライダーコンテンツタイプを変更して、新しいカスタムコンテンツタイプ (スライド以外)を子として割り当てられるようにするように依頼されまし
た。開発者は、モジュール内に improved_slideという新しいコンテンツタイプを既に作成しています。次に、新しい view/adminhtmlを作成する必要があります。
新しいコンテンツタイプをスライダーコンテンツタイプの子にできるようにするには、モジュール内の /pagebuilder/content_type/slider.xmlファイルを編集します。
これを実現するための正しい XMLは何ですか?

A.

B.

C.
Answer: (解答を表示する)
正解はオプション Cです。この XML構成は、Magentoの PageBuilderのスライダーコンテンツタイプに許可される子コンテンツタイプを定義する正しい方法です。
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Magento PageBuilderコンテンツタイプ構造:
PageBuilderでは、各コンテンツタイプで、子として許可される他のコンテンツタイプを指定できます。
これは、コンテンツタイプの XML構成内で allowed_children配列を定義することによって行われます。
オプション Cの分析:
引数の定義:オプション Cは、<arguments>ノードを使用して、allowed_childrenという名前の新しい引数を定義します。
配列構造:この引数は、xsi:type="string"で許可された子として improved_slideを指定する項目を含む配列 (xsi:type="array")です。
この構成は、スライダーコンテンツタイプに許可される子コンテンツタイプを明示的に定義し、PageBuilderで許可される子要素の Magentoの構造に準拠しているため、正しい構成です。
オプション Aと Bが間違っている理由:
オプション A: policy="allow"を指定した <children>ノードを使用しますが、これは PageBuilderコンテンツタイプで許可される子を定義する標準的な方法ではありません。この形式は正しくな
く、PageBuilderでは認識されません。
オプション B: <allowed_descendants>を使用しますが、これも Magentoの PageBuilderが子コンテンツタイプを宣言する方法と一致しません。正しい用語は allowed_descendantsではなく
allowed_childrenです。
参考文献:
Magento PageBuilder開発ガイド -このガイドでは、PageBuilderのカスタマイズとコンテンツタイプの管理について詳しく説明します。
PageBuilderでのコンテンツタイプの構成 -カスタムコンテンツタイプに許可される子を定義する方法に関するドキュメント。
Adobe Commerce PageBuilderコンテンツタイプ XMLリファレンス - PageBuilderコンテンツタイプの正しい XML構造の詳細。
オプション Cの構成は、どのコンテンツタイプを別のコンテンツタイプ内にネストできるかを定義する Adobe Commerce PageBuilderの構造と一致しているため、正しい選択となります。

最新問題: 29
Adobe Commerce Cloudプロジェクトでは、2つの新しい支払いモジュールをインストールした拡張統合環境を使用しています。
開発者は Cloud CLI for Commerceツールを使用しています。
開発者は統合環境でこの新しい機能をテストするために何をするでしょうか?
A. 1.統合環境ブランチの 1つを複製します。
2.統合から新しいアクティブブランチを作成し、モジュールをインストールします。
3.変更をプッシュします。
B. 1.統合から新しいブランチを作成し、モジュールをインストールします。
2.変更をプッシュします。
3.ブランチのアクティブステータスのチェックは必要ありません。
C. 1.アクティブな統合環境ブランチの 1つを非アクティブ化します。
2.統合から新しいアクティブブランチを作成し、モジュールをインストールします。
3.変更をプッシュします。
Answer: C (メーッセージを残す)
開発者は、アクティブな統合環境ブランチの 1つを非アクティブ化し、統合から新しいアクティブなブランチを作成してモジュールをインストールし、変更をプッシュすることで、統合環境で新しい機
能をテストできます。これは、拡張統合環境では一度にアクティブなブランチが 4つに制限されており、各ブランチには専用のデータベースとサービスがあるためです。開発者は、Cloud CLI for
Commerceツールを使用してブランチを管理し、コードの変更をデプロイできます。検証済みの参照:
[Magento 2.4開発ドキュメント] 1

最新問題: 30
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Adobe Commerce開発者は、Adobe Commerce Cloud (Pro Plan)の製品に重要な機能を導入しようとしています。機能に問題が発生した場合にロールバックできるように、スナップショットを作成した
いと考えています。

スナップショットはどのように作成されるのでしょうか?
A. Project Web Interfaceの専用ボタンを使用します。
B. Cloud CLI for Commerce専用コマンドを使用します。
C. Adobe Commerce Cloudサポートへのチケットを作成します。
Answer: (解答を表示する)
開発者は、プロジェクトWebインターフェイスの専用ボタンを使用して、Adobe Commerce Cloud (Pro Plan)の製品に重要な機能をデプロイする前にスナップショットを作成できます。スナップ
ショットは、コード、データ、メディアファイル、構成設定を含む環境全体のバックアップです。スナップショットを使用すると、デプロイ中またはテスト中に問題やエラーが発生した場合に、環境を以

前の状態に復元できます。開発者は、プロジェクトWebインターフェイスにアクセスし、環境を選択して [スナップショットの作成]をクリックすることで、スナップショットを作成できます。検証済み
の参照: [Magento 2.4 DevDocs]

最新問題: 31
Adobe Commerce開発者が、カスタムブログ機能の投稿リストを検索して取得するための新しい APIメソッドを追加しました。これは、モジュールの etc/webapi.xmlファイルの内容です。

新しいコードは本番環境に導入されており、販売者は https://merchant.domain.comを使用しています。
/swaggerを使用して新しいエンドポイントを確認しようとしましたが、swaggerには表示されません。
その理由は何でしょうか?
A. webapi.xmlファイルを etc/webapi_rest/webapi.xmlファイルに移動する必要があります。
B.新しいエンドポイントは匿名ではないため、販売者は新しいメソッドを確認するために、Swaggerに有効な統合トークンを入力する必要があります。
C. MyVendor\Blog\Api\PostRepositoryInterf aceクラスに greturnアノテーションがありません。
Answer: C (メーッセージを残す)
Magentoでは、カスタム APIエンドポイントを Swaggerで文書化するには、インターフェースメソッドに@return型を含む適切な PHPDocアノテーションが必要です。これらのアノテーションは、戻
り値の型と説明を MagentoのWeb APIシステムと Swaggerに通知し、エンドポイントを正しく表示できるようにします。
* @returnアノテーションの役割:
* @returnアノテーションは、APIメソッドの戻り値の型を定義するために必要です。このアノテーションがないと、Magentoの Swaggerドキュメントシステムが出力タイプを認識できず、エンドポイ
ントが Swaggerに表示されない可能性があります。
*オプション Cが正しい理由:
* @returnアノテーションが存在しないことが、エンドポイントが Swaggerに表示されない一般的な理由です。これは、APIドキュメントの戻り値の型を明確に指定する必要があるカスタムインター
フェイスを使用する場合に特に当てはまります。

*オプション Aは、webapi.xmlが REST API用に正しく配置されているため、正しくありません。オプション Bは、エンドポイントの表示にトークンは必要なく、実行にのみ影響するため、関係ありませ
ん。

*実装に関するアドバイス:
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* MyVendor\Blog\Api\PostRepositoryInterfaceのすべてのメソッドに正確な
@returnアノテーション。例:
/**
*投稿リストを取得
* * @return \MyVendor\Blog\Api\Data\PostSearchResultsInterface
*/
*参考文献:
* APIおよび Swaggerドキュメントに関する Adobe Commerce DevDocs
* Magento APIインターフェースのPHPDoc標準

有効な AD0-E716問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AD0-E716試験問題集！ GoShiken.comが最新の AD0-E716試験問題集を提供しています。GoShiken.com AD0-E716試験問
題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AD0-E716問題集をゲットする人はこちら: https://www.goshiken.com/Adobe/AD0-E716-mondaishu.html (7230%OFF問題集溶と正解付

きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 32
開発者は、Adobe Commerce Cloud Staging環境で送信メールをオンにするにはどうすればよいですか?
A.コマンドラインから
ece-tools enable_smtpを trueにする
B.コマンドラインから
magento-cloud environment:info -p <プロジェクトID> -e <環境ID> enable_smtp true
C.プロジェクトWebインターフェースにアクセスし、ステージング環境を選択します。
環境の構成を選択します。

Answer: C (メーッセージを残す)
送信メールをオンにする

Explanation:
開発者は、プロジェクトWebインターフェイスにアクセスしてステージング環境を選択することで、Adobe Commerce Cloudステージング環境で送信メールをオンにすることができます。次に、開発
者は環境の設定を選択し、送信メールをオンに切り替えます。これにより、ステージング環境の SMTPサービスが有効になり、アプリケーションからメールを送信できるようになります。検証済みリ
ファレンス: [Magento 2.4 DevDocs] 1

最新問題: 33
Adobe Commerce Cloudの PHPエラーログにアクセスする 2つの方法は何ですか? (2つ選択してください。)
A. Cloud CLI for Commerceの専用コマンドを使用します。
B.プロジェクトWebインターフェイスの専用エントリに移動します。
C. SSH経由でサーバーに接続し、ログファイルをローカライズします。
D. Adobe Admin Logアプリケーションを使用します。
Answer: (解答を表示する)
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Adobe Commerce Cloudの PHPエラーログにアクセスするには、Cloud CLI for Commerceの専用コマンドを使用する方法と、SSH経由でサーバーに接続してログファイルをローカライズする方法の
2つがあります。Cloud CLI for Commerceは、開発者が Adobe Commerce Cloudプロジェクトおよび環境と対話できるようにするコマンドラインツールです。開発者は、コマンド magento-cloud log
phpを使用して、任意の環境から PHPエラーログを表示またはダウンロードできます。
Adobe Commerce Cloudでは、PHPエラーログにアクセスするには、Cloud CLIを使用するか、SSH経由でサーバーに直接接続します。
*ログにアクセスするための Cloud CLI:
* Cloud CLIには、PHPエラーログなどのさまざまなログにアクセスするためのコマンドが用意されており、サーバーに直接接続しなくても簡単にアクセスできます。
*直接ログアクセス用の SSH:
*より実践的な制御や特定のログ検査を行うには、SSHを使用してサーバーに接続し、Adobe Commerce Cloud環境の /var/logディレクトリに通常保存されているログファイルに直接アクセスできま
す。

*オプション Aと Cが正しい理由:
*これら 2つの方法は、Adobe Commerce Cloudのエラーログに直接アクセスするための公式な方法を提供します。
*オプション Bは、プロジェクトWebインターフェイスに専用の PHPエラーログエントリがないため、正しくありません。
オプション Dは、Adobe Admin Logアプリケーションがないため、不正解です。
*参考文献:
*ログへのアクセスに関する Adobe Commerce Cloudドキュメント

最新問題: 34
Adobe Commerce開発者が新しい配送業者を作成しました。すべてが実装され、collectRates()および getAllowedMethodsQ関数は以下で確認できます。

上記のコードの場合、配送方法の表示コストと顧客に請求される最終金額はいくらになりますか?
A.配送方法は SOと表示されますが、顧客は注文に対して 10ドルの手数料を支払うことになります。
B.配送方法には $0と表示され、顧客は新しい配送方法の使用に対して $0を支払うことになります。



C.配送方法には 10ドルが表示され、顧客は新しい配送方法を使用するために 10ドルを支払うことになります。
Answer: (解答を表示する)
配送方法には 10ドルが表示され、顧客は新しい配送方法を使用するために 10ドルを支払うことになります。これは、collectRatesメソッドが結果オブジェクトで配送方法の価格とコストを 10に設定
するためです。価格はフロントエンドで顧客に表示されるもので、コストは注文時に顧客に請求されるものです。この場合、手数料は config.xmlファイルで 0に設定されているため使用されません。検
証済みリファレンス: [Magento 2.4 DevDocs] [Magento Stack Exchange]

最新問題: 35
Adobe Commerce開発者は、注文グリッドに新しいエクスポートオプションを追加するタスクを担当しており、sales_order_grid.xml内のエクスポートボタンに次のコードを追加しました。

テストするとリダイレクトされますが、このエラーの原因は何でしょうか?
A.オプションの uri属性が無効です。
B.レイアウトキャッシュを更新する必要があります。
C.開発者は新しいエクスポートオプションのフォームキーを追加する必要があります。
Answer: C (メーッセージを残す)
セキュリティ上の理由からフォームキーが必要なため、開発者は新しいエクスポートオプションにフォームキーを追加する必要があります。フォームキーがないと、リクエストは拒否され、ダッシュ

ボードページにリダイレクトされます。検証済みの参照: [Magento 2.4ユーザーガイド] [Magento 2.4 DevDocs] Magentoのグリッドにカスタムエクスポートオプションを追加する場合、フォームの
送信を伴うアクションにフォームキーを含めることが重要です。Magentoは CSRF (クロスサイトリクエストフォージェリ)保護にフォームキーを使用しているため、フォームキーを省略するとリダイ
レクトや操作の失敗につながる可能性があります。

*フォームキーの要件:
* Magentoでは、フォームキーはリクエストが有効であることを確認するためにフォームに含まれる隠しトークンです。
これは、不正なアクションを防ぐのに役立つため、状態を変更したりデータをエクスポートしたりするアクションでは特に重要です。

*カスタムエクスポートボタンを追加するとフォームの送信がトリガーされ、有効なフォームキーが必要になります。
これがないと、Magentoはセキュリティ対策としてデフォルトページまたは管理ダッシュボードにリダイレクトする可能性があります。
*オプション Cが正しい理由:
*オプション Cは、フォームキーの不足を問題として正しく特定します。Magentoは、機密性の高い操作でフォームキーの不足を検出すると、セキュリティを維持するためにデフォルトでリダイレクト
を実行します。

* URIに関するオプション Aは、リダイレクトを引き起こす可能性が低くなります。同様に、レイアウトキャッシュに関するオプション Bは、ここでのリダイレクトの原因である CSRF検証に直接影響
を与えません。

*解決：
*ボタンまたはフォーム送信ロジックを変更してフォームキーを含めます。通常は、form_key=を追加します。
{{formKey}}は URLパラメータ内またはフォームデータ内にあります。
*参考文献:
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*フォームキーとCSRF保護に関するAdobe Commerceドキュメント
*グリッドにボタンを追加する方法についての Magento DevDocs

最新問題: 36
Adobe Commerce Cloudプラットフォームでは、CLI for Commerceコマンド magento-cloud environment:branch <environment-name> <parent-environment-id>を起動すると、どのようなタイプの環境
がプロビジョニングされますか?
A.コードやデータベースのない空の統合環境。
B.新規の Adobe Commerce Cloudインストールとの統合環境。
C.親環境のコードとデータベースとの統合環境。
Answer: (解答を表示する)
CLI for Commerceコマンド magento-cloud environment:branch <environment-name> <parent-environment-id>を起動したときにプロビジョニングされる環境のタイプは、親環境のコードとデータ
ベースを含む統合環境です。統合環境は、Adobe Commerce Cloudプラットフォームでのテストおよび開発目的で使用される一時的な環境です。任意のコードブランチから作成でき、専用のデータベー
スとサービスを持ちます。CLI for Commerceコマンドを使用して統合環境を作成すると、親環境のコードとデータベースが新しい統合環境にコピーされ、親環境の正確なレプリカが作成されます。検証
済みリファレンス: [Magento 2.4 DevDocs]

最新問題: 37
1日に 2回実行される cronサービスを使用して開発された統合があり、請求書を作成できる注文がある場合に、統合された ERPシステムに注文 IDを送信します。注文には、次のコードがすでにロード
されています。

$order = $this->orderRepository->get($orderId);
ストアに作成する請求書があるかどうかを確認するために、Adobe Commerce開発者はどのような実装を使用しますか?

A.

B.

C.
Answer: B (メーッセージを残す)
開発者は、注文オブジェクトの canInvoiceメソッドを使用して、注文が請求可能かどうかを確認できます。
このメソッドは、注文の状態が新規、処理中、または支払い確認中であり、まだ完全に請求されていない場合に trueを返します。開発者は、このメソッドを条件文で使用して、注文が請求可能な場合にの
み注文 IDを ERPシステムに送信できます。検証済みの参照: [Magento 2.4 DevDocs] [Magento Stack Exchange]

最新問題: 38
開発者は、Adobe Commerce Cloud Staging環境で CSSファイルの拡大をどのように有効にすればよいでしょうか?
A.コマンドラインからローカルに
bin/magento config:set --lock-config dev/css/minify_files 1
app/etc/config.phpファイルをコミットして再デプロイします。
B.管理パネルでストア >設定 >構成 >詳細 >開発者 > CSS構成を更新します。
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C. Adobe Commerce Staging環境にSSHで接続します。コマンドラインから

Answer: A (メーッセージを残す)
開発者は、コマンドラインから bin/magento config:set --lock-config dev/css/minify_files 1コマンドをローカルで実行することで、Adobe Commerce Cloudステージング環境で CSSファイルの拡大を有
効にすることができます。これにより、app/etc/config.phpファイルの設定値が設定され、管理パネルで変更されないようにロックされます。その後、開発者は app/etc/config.phpファイルをコミットし
て、環境を再デプロイする必要があります。検証済みリファレンス: [Magento 2.4 DevDocs] 2

最新問題: 39
Adobe Commerce開発者は、APIを通じて取得される請求書に値の配列を追加するための新しい拡張属性を追加します。
しばらくして、テクニカルマネージャーが作業を確認し、開発者がモジュール内に作成した extension_attributes. xmlファイルに問題があることに気付きました。
この XMLスニペットの問題は何ですか?
A.拡張属性は間違ったインターフェースを参照しています。Magento\saies\Api\data\invoiceinterfaceを参照する必要があります。
B.拡張属性は、実装するインターフェース (Magento\saies\Api\invoiceRepositorymterface)ではなく、リポジトリを参照します。
C.型が間違っています。文字列 []は配列に置き換える必要があります。
Answer: (解答を表示する)
Adobe Commerceで拡張属性を追加するときは、extension_attributes.xmlファイルで正しいインターフェイスを参照することが重要です。Magentoの拡張属性は、既存のエンティティにカスタムデー
タフィールドを追加するために使用され、リポジトリではなくコアエンティティインターフェイスを拡張する必要があります。

この場合：

*開発者は、リポジトリや不正なインターフェースではなく、請求書のデータ構造を表す Magento\Sales\Api\Data\InvoiceInterfaceを参照する必要があります。
* extension_attributes.xmlでは、データインターフェイス (例: Magento\Sales\Api\Data\InvoiceInterface)を指定して、拡張属性が請求書エンティティに正しく適用され、API経由で請求書を取得すると
きにアクセス可能であることを確認する必要があります。

正しい XML形式:
<?xmlバージョン="1.0"?>
<config xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" xsi:noNamespaceSchemaLocation="urn:
magento:モジュール:Magento_ExtensionAttributes:etc/extension_attributes.xsd">
<拡張機能属性>
<属性コード="カスタム属性"タイプ="文字列[]" />
</拡張機能属性>
</config>
追加リソース:
* Adobe Commerce開発者ガイド:拡張属性の使用
*拡張属性 XMLリファレンス

最新問題: 40
Adobe Commerce Cloudに標準搭載されている 2つの機能は何ですか? (2つ選択してください。)
A. ACLをサポートする
B.プラットフォームで提供される継続的なデプロイメント
C.すべての主要なブログプラットフォームとの組み込みコネクタ
D.速く
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Answer: (解答を表示する)
Adobe Commerce Cloudに標準装備されている 2つの機能は、Support ACLと Fastlyです。Support ACLは、開発者が Adobe Commerce Cloudプラットフォーム上のさまざまなユーザーとロールのア
クセス制御リストを管理できるようにする機能です。開発者は、プロジェクトレベルと環境レベルでさまざまなアクションとリソースの権限を作成し、割り当てることができます。Fastlyは、Adobe
Commerce Cloudプロジェクトのサイトパフォーマンスとセキュリティを向上させるクラウドベースのキャッシュサービスです。Fastlyは、CDN、画像最適化、WAF、DDoS保護などの機能を提供しま
す。検証済みの参照: [Magento 2.4 DevDocs] 3

最新問題: 41
Adobe Commerce開発者は、Marketplaceで販売するモジュール (Vendor.ModuleName)を作成しています。
新しいモジュールは宣言型スキーマを使用してデータベーステーブルを作成するため、開発者はモジュールが無効になったときにテーブルが削除されるようにする必要があります。

これを実現するために開発者は何をする必要がありますか?
A.開発者が行う必要がある作業はこれ以上ありません。モジュールが無効になり、bin/magento setup:upgradeが実行されると、テーブルは削除されます。
B.開発者が行う必要がある作業はこれ以上ありません。テーブルは、binが実行されるときに削除されます。
/magento module:uninstall vendor_ModuleNameが実行されます。
C. Magento\Framework\setup\Patch\PatchRevertabieインターフェースを実装し、revert関数でテーブルを削除するスキーマパッチを追加します。
Answer: (解答を表示する)
Adobe Commerce (Magento)では、bin/magento module:uninstallコマンドを使用してモジュールをアンインストールすると、Magentoはそのモジュールによって作成されたデータベーステーブルのク
リーンアップを自動的に処理します。これは、モジュールのライフサイクルイベントを管理するための Magentoの組み込みメカニズムの一部です。
*宣言的なスキーマとテーブルの削除:
*宣言型スキーマを使用すると、モジュールがインストールまたはアンインストールされると、Magentoは自動的にテーブルを作成および削除します。
*コマンド bin/magento module:uninstallを使用すると、Magentoは宣言型スキーマで定義されているカスタムテーブルを含む、モジュールに関連付けられたすべてのデータベーススキーマを削除しま
す。

*追加の手順は必要ありません:
*オプション Bは module:uninstallコマンドを活用するため、追加のコードや構成なしでテーブル削除プロセスを自動的に処理します。
*オプション Aは正しくありません。setup:upgradeではテーブル自体が削除されず、スキーマのみが更新されます。
*オプション Cは、変更を明示的に元に戻す有効なアプローチですが、Magentoに組み込まれているアンインストール機能のため、ここでは必要ありません。
*参考文献:
*宣言型スキーマに関する Magento DevDocs
*モジュールのアンインストールに関するAdobe Commerceドキュメント

最新問題: 42
Adobe Commerce開発者がカスタムギャラリー拡張機能の開発に取り組んでいます。
モジュールは、画像のアップロードに Magento\catalog\Model\iinageUploaderクラスを使用します。カスタム画像のアップロード用の管理コントローラーは、Vendor\CustomGallery\Controller
\Adminhtml\Image\Uploadです。
画像は、デフォルトのものとは異なる basePathおよび baseTmpPathに保存する必要があります。
すでに使用している他のモジュールに影響を与えずに、デフォルトの imageuploaderクラスを拡張して使用するにはどうすればよいですか?

https://www.jpnpdf.com/Adobe.AD0-E716.v2025-04-28.q70-mondaishu.html
https://www.jpnpdf.com/Adobe.AD0-E716.v2025-04-28.q70-mondaishu.html


A.

B.



C.
Answer: A (メーッセージを残す)
Magento\Catalog\Model\ImageUploaderクラスを拡張し、このクラスを利用する他のモジュールに影響を与えずにカスタムbasePathとbaseTmpPathを設定するには、仮想型を使用するのが最善の方法
です。

仮想型を使用すると、元のクラスや他の場所での使用法を変更することなく、特定のコンテキストに合わせてカスタマイズされたバージョンのクラスを作成できます。

オプション Aが正解である理由は次の通りです。
*仮想型の作成: di.xmlで仮想型 (Vendor\CustomGallery\GalleryImageUpload)を定義することで、ImageUploaderクラスのカスタムバージョンを作成します。この仮想型には、カスタムギャラリーモ
ジュールに固有の basePathと baseTmpPathの独自の構成を設定できます。
*説明:仮想型は、既存のクラスを少し変更したバージョンを特定のコンテキストで使用する必要がある場合に、Magentoで特に役立ちます。この場合、仮想型を使用すると、基本の ImageUploaderクラ
スを変更せずにカスタムパスを定義できるため、ImageUploaderを使用する他のモジュールは影響を受けません。
*参考資料: Magentoの依存性注入と仮想型に関する開発者向けドキュメントでは、クラスの動作を非侵入的に制御しながらカスタマイズするためのこのパターンについて詳しく説明されています。
*仮想型を管理コントローラに挿入する:次に、カスタム仮想型を Vendor\CustomGallery\Controller\Adminhtml\Image\Uploadコントローラに挿入します。これにより、このコントローラのみがカスタム
パスで変更されたバージョンを使用し、ImageUploaderの他のインスタンスは既定の設定で機能するようになります。
*説明:仮想タイプをコントローラーに明示的に挿入することで、構成の変更を必要な機能のみに限定します。このアプローチは効率的であり、Magento開発の重要な原則であるモジュールの独立性を維
持します。

オプション Bと Cは次の理由により誤りです。
*オプション Bは、新しいパスを使用して Magento\Catalog\Model\ImageUploaderを直接変更します。この変更は、サイト全体での ImageUploaderクラスのすべての使用に影響するため、他のモジュー
ルへの影響を回避するという要件に反します。

*オプション Cでは、仮想タイプを作成し、それを設定として設定します。ただし、設定を使用すると、Magentoアプリケーション全体の ImageUploaderのすべてのインスタンスが置き換えられ、オプ
ション Bと同じ問題が発生します。

最新問題: 43
Adobe Commerce拡張機能を備えた物流会社は、すべての顧客に、確認済みの配送料金のリストを CSVファイルで毎月送信します。販売者は、この CSVファイルを Adobe Commerceの管理設定の

「ファイルアップロード」フィールドにアップロードします。

「ファイルアップロード」フィールドを表示し、実際の CSVインポートを処理するための 2つの要件は何ですか? (2つ選択してください。)
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A.

B.

C.
D.

Answer: A,B (メーッセージを残す)

「ファイルアップロード」フィールドを表示し、実際の CSVインポートを処理するには、次の 2つの要件を満たす必要があります。
*開発者は、CSVファイルへのパスを指定する新しいシステム構成設定を作成する必要があります。
*開発者は、ファイルのアップロードとインポートのプロセスを処理する新しいコントローラーアクションを作成する必要があります。
system.xmlファイルは、システム構成設定を定義するために使用されます。次の XMLスニペットは、CSVファイルパスの新しいシステム構成設定を定義する方法を示しています。
テキスト

<設定>
<システム>
<設定>
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<shipment_fees_csv_path>/path/to/csv/file</shipment_fees_csv_path>
</config>
</システム>
</config>
Controller\Adminhtml\ShipmentFeesコントローラークラスは、ファイルのアップロードとインポートプロセスを処理するために使用されます。
次のコードは、ファイルのアップロードとインポートのプロセスを処理する新しいコントローラーアクションを作成する方法を示しています。

PHPの
パブリック関数 uploadAction()
{
$file = $this->getRequest()->getFile('shipment_fees_csv_file');
$file->isUploaded()の場合 {
$importer =新しい ShipmentFeesImporter();
$importer->import($file);
}
$this->redirect('adminhtml/system_config/edit/section/shipment_fees')を返します。
}

最新問題: 44
Adobe Commerce Cloudに標準搭載されている 2つの機能は何ですか? (2つ選択してください。)
A. ACLをサポートする
B.プラットフォームで提供される継続的なデプロイメント
C.すべての主要なブログプラットフォームとの組み込みコネクタ
D.速く
Answer: B,D (メーッセージを残す)
Adobe Commerce Cloudには、CDNおよびWebアプリケーションファイアウォールサービス用の組み込み Fastly統合や、クラウドインフラストラクチャを介した継続的なデプロイメント機能など、
すぐに使用できる機能がいくつか用意されています。

*継続的デプロイメント:
* Adobe Commerce Cloudは継続的デプロイメントワークフローをサポートしており、Gitおよびクラウド CI/CDパイプラインとの統合により、コードを自動的に構築、テスト、デプロイできます。
* Fastly統合:
* Fastlyは Adobe Commerce Cloudの CDNおよびキャッシュレイヤーとして組み込まれており、キャッシュとWebアプリケーションファイアウォールを通じてサイトの速度とセキュリティが向上
します。

*オプション Bと Dが正しい理由:
*これらの機能は両方とも Adobe Commerce Cloudに固有のものです。オプション A (サポート ACL)は Magento管理パネルの一部ですが、クラウド固有の機能ではありません。また、オプション C (ブ
ログプラットフォームコネクタ)はすぐに使用できる状態では提供されません。
*参考文献:
* Fastly CDNに関する Adobe Commerce Cloudドキュメント
*デプロイメントと CI/CDに関する Adobe Commerce Cloudドキュメント

最新問題: 45
Adobe Commerce Cloudプロジェクトでは、2つの新しい支払いモジュールをインストールした拡張統合環境を使用しています。
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開発者は Cloud CLI for Commerceツールを使用しています。
開発者は統合環境でこの新しい機能をテストするために何をするでしょうか?
A. 1.統合環境ブランチの 1つを複製します。
2.統合から新しいアクティブブランチを作成し、モジュールをインストールします。
3.変更をプッシュします。
B. 1.統合から新しいブランチを作成し、モジュールをインストールします。
2.変更をプッシュします。
3.ブランチのアクティブステータスのチェックは必要ありません。
C. 1.アクティブな統合環境ブランチの 1つを非アクティブ化します。
2.統合から新しいアクティブブランチを作成し、モジュールをインストールします。
3.変更をプッシュします。
Answer: C (メーッセージを残す)
開発者は、アクティブな統合環境ブランチの 1つを非アクティブ化し、統合から新しいアクティブなブランチを作成してモジュールをインストールし、変更をプッシュすることで、統合環境で新しい機
能をテストできます。これは、拡張統合環境では一度にアクティブなブランチが 4つに制限されており、各ブランチには専用のデータベースとサービスがあるためです。開発者は、Cloud CLI for
Commerceツールを使用してブランチを管理し、コードの変更をデプロイできます。検証済みの参照:
[Magento 2.4開発ドキュメント] 1
Adobe Commerce Cloudの拡張統合環境では、アクティブなブランチの数に制限があります。現在両方の統合ブランチがアクティブな場合は、テスト用の新しいアクティブなブランチを作成するには、1
つを非アクティブにする必要があります。

*新しいアクティブ統合ブランチの作成:
*すでに 2つのアクティブなブランチがある場合は、1つを非アクティブにして、新しいブランチ用のスペースを解放します。
*次に、統合環境から新しいブランチを作成し、変更を適用し (新しいモジュールのインストールなど)、変更をプッシュします。
*オプション Cが正しい理由:
* Adobe Commerce Cloudでは、アクティブな統合ブランチの数が制限されています。テスト用に新しいアクティブなブランチを作成する前に、既存のブランチを非アクティブ化する必要があります。
*オプション Aは、アクティブブランチの制限に対処せずにブランチを複製することを提案しますが、オプション Bは、ブランチのアクティブステータスを確認する必要性を無視するため、デプロイメ
ントが成功しない可能性があります。

*参考文献:
*ブランチ管理に関する Adobe Commerce Cloudドキュメント

最新問題: 46
開発者は、モジュールデータベーススクリプトを古いインストール/アップグレードセットアップファイルからデータパッチ形式に変換する必要があり、インストール/アップグレードスクリプトに
よって既に行われたデータベースの変更を適用したくありません。

現在のモジュールバージョンは 1.5.4です。
古い形式（インストール）ですでに適用されている変更をスキップするための推奨される解決策は何でしょうか？

/アップグレードスクリプト)ですか?
A. Patchversionインターフェースを実装し、getversion()メソッドで 1.5.4を返します。
B. apply()メソッド内でモジュールのバージョンを確認し、バージョンが 1.5.4未満の場合はコードを実行します。
C.これは不可能です。モジュールはデータパッチとインストールスクリプトの両方を実装することはできません。
Answer: A (メーッセージを残す)
Magento 2開発者向けのデータおよびスキーマパッチの開発ガイドによると、データパッチはデータ変更命令を含むクラスです。これらは、<Vendor>/<Module_Name>/Setup/Patchで定義されます。
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/Data/<Patch_Name>.phpファイルを開き、MagentoFrameworkSetupPatchDataPatchInterfaceを実装します。データパッチでは、パッチが関連付けられているモジュールバージョンを指定するために
Patchversioninterfaceを実装することもできます。getVersion()メソッドは、モジュールバージョンを文字列として返します。古い形式 (インストール/アップグレードスクリプト)で既に適用されてい
る変更をスキップするには、開発者は Patchversioninterfaceを実装し、getVersion()メソッドで 1.5.4を返す必要があります。このようにすると、モジュールバージョンが 1.5.4以上の場合にのみデータ
パッチが適用されます。検証済みの参照: https://devdocs.magento.com/guides/v2.3/extension-dev- guide/declarative-schema/data-patches.html

有効な AD0-E716問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AD0-E716試験問題集！ GoShiken.comが最新の AD0-E716試験問題集を提供しています。GoShiken.com AD0-E716試験問
題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AD0-E716問題集をゲットする人はこちら: https://www.goshiken.com/Adobe/AD0-E716-mondaishu.html (7230%OFF問題集溶と正解付

きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 47
ECE-Toolsは、Adobe Commerce Cloud環境の管理と保守に使用できるツールセットを提供します。ECE-Toolsが提供する機能にはどのようなものがありますか?
A.アプリケーションをビルドし、カスタムパッチを適用し、静的コンテンツの展開用の構成をダンプします。
B. Fastly構成、カスタムパッチの適用、静的コンテンツの展開用のダンプ構成。
C.アプリケーションをビルドし、カスタムパッチを適用し、S3バックアップ tar.gzファイルのリストを表示します。
Answer: A (メーッセージを残す)
ECE-Toolsが提供する機能には、アプリケーションの構築、カスタムパッチの適用、静的コンテンツ展開用の構成のダンプなどがあります。ECE-Toolsは、Adobe Commerce Cloudプロジェクトの管理
と展開用に設計されたスクリプトとツールのセットです。アプリケーションコードの構築、Magentoコアの問題またはカスタムモジュールのパッチの適用、静的コンテンツ展開の最適化用の構成設定
のダンプを行うコマンドを提供します。検証済みリファレンス: [Magento 2.4 DevDocs] 2

最新問題: 48
Adobe Commerce Cloudプラットフォームで ECE-Toolsをアップグレードするために使用するコマンドは何ですか?
A. php ./vendor/bin/ece-toolsのアップグレード
B. composer update magento/ece-tools --with-all-dependencies
C. magento-cloud ece-tools:アップグレード
Answer: B (メーッセージを残す)
Adobe Commerce Cloudで ece-toolsをアップグレードする場合、すべての依存関係が解決され、それに応じて更新されるように、Composerを使用するコマンドが推奨されます。composer update
magento/ece- tools --with-all-dependenciesコマンドは、ece-toolsとその他の必要な依存関係を更新します。
*依存関係管理にComposerを使用する:
* Composerは PHPの標準パッケージマネージャーであり、Adobe Commerce Cloudの ece-toolsなどの依存関係を管理するために使用されます。このコマンドにより、必要な依存関係の更新も確実に
適用されます。

*オプション Bが正しい理由:
*オプション Bは、バージョンの競合を回避するために不可欠な、依存関係を処理する Composerの機能を活用します。
*オプション A (php ./vendor/bin/ece-toolsアップグレード)は ece-toolsには存在しません。オプション Cは、magento-cloud ece-tools:upgradeが ece-toolsを更新するための有効なコマンドではない
ため、正しくありません。

*参考文献:
* ECEツールのアップグレードに関するAdobe Commerce Cloudドキュメント

最新問題: 49
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Adobe Commerce開発者が統合テストを作成しています。参考までに Magentoコアモジュールの統合テストをいくつか確認したところ、テストクラスに注釈を追加して初期化されたデータフィクス
チャが使用されていることに気付きました。例:

開発者は、作成した MyVendor_MyModuleをテストするために独自のフィクスチャを追加したいと考えています。これを可能にするには、どの手順を実行しますか?
A. 1. [module dir]/Test/integration/_fiies/my_fixture.php内の独自のモジュール内にフィクスチャデータを含む PHPファイルを作成します。
2.テストメソッドに次のアノテーションを追加します。

B. 1. [magentoルートディレクトリ]/dev/tests/integration/testsuite/MyVendor/MyModule/_files/my_fixture.phpにフィクスチャデータを含む PHPファイルを作成します。
2.テストメソッドに次のアノテーションを追加します。

C. 1. [module dir]/Test/integration/_fiies/my_fixture.php内の独自のモジュール内にフィクスチャデータを含む PHPファイルを作成します。
2.テストメソッドに次のアノテーションを追加します。

Answer: (解答を表示する)
MyVendor_MyModuleをテストするためのカスタムフィクスチャを追加するには、開発者は次の操作を行う必要があります。
[magentoルートディレクトリ]/dev/tests/integration/testsuite/MyVendor/MyModule/_files/my_fixture.phpにフィクスチャデータを含む PHPファイルを作成します。
テストメソッドに次のアノテーションを追加します。

@magentoデータフィクスチャ(
'testsuite/MyVendor/MyModule/_files/my_fixture.php'
）

これにより、テストメソッドが実行される前に、Magentoは my_fixture.phpファイルからフィクスチャデータを読み込むようになります。

最新問題: 50
Adobe Commerce Cloudプラットフォームでは、ECE-Toolsパッケージはどの順序でパッチを適用しますか?
A. 1. Cloud Patches for Commerceパッケージに含まれるすべての必要な Magentoパッチ。
2. /m2-hotfixesディレクトリ内のカスタムパッチは、パッチ名のアルファベット順になっています。
3.品質パッチツールに含まれる、選択されたオプションの Magentoパッチ。
B. 1. Cloud Patches for Commerceパッケージには、必要なすべての Magentoパッチが含まれています。
2.品質パッチツールに含まれる、選択されたオプションの Magentoパッチ。
3. /m2-hotfixesディレクトリ内のカスタムパッチは、パッチ名のアルファベット順になっています。
C. 1. /m2-hotfixesディレクトリ内のカスタムパッチ (パッチ名のアルファベット順)。
2.必要なすべての Magentoパッチは、Cloud Patches for Commerceパッケージに含まれています。
3.品質パッチツールに含まれる、選択されたオプションの Magentoパッチ。
Answer: B (メーッセージを残す)
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ECE-Toolsパッケージがパッチを適用する順序は次のとおりです。
*必要なすべての Magentoパッチは、Cloud Patches for Commerceパッケージに含まれています。
*品質パッチツールに含まれる、選択されたオプションの Magentoパッチ。
* /m2-hotfixesディレクトリ内のカスタムパッチは、パッチ名のアルファベット順になっています。
ECE-Toolsパッケージは、Adobe Commerce Cloudプロジェクトを管理および展開するために設計されたスクリプトとツールのセットです。Cloud Patches for Commerceパッケージは、Adobe
Commerce Cloudの機能に影響する Magentoコアの問題に対する必要なパッチのセットを提供する ECE-Toolsの依存関係です。Quality Patches Toolは、開発者が完全な製品リリースを待たずに特定
の Magentoの問題に対して個別のパッチを適用できるようにするオプションのツールです。/m2-hotfixesディレクトリは、開発者が Adobe Commerce Cloudプロジェクト用の独自のカスタムパッチを
配置できるディレクトリです。検証済みの参照: [Magento 2.4 DevDocs]

最新問題: 51
Adobe Commerce Cloudプラットフォームでは、変数 env: composer_authはプロジェクトWebインターフェイスのどのレベルにありますか?
A.環境固有の変数内。
B.統合変数内。
C.プロジェクト変数内。
Answer: C (メーッセージを残す)
変数 env: composer_authは、プロジェクトWebインターフェースのプロジェクト変数セクションにあります。この変数は、アクセスキーまたはトークンを必要とする Composerリポジトリの認証資
格情報を保存するために使用されます。開発者は、この変数をプロジェクトレベルで設定してすべての環境に適用するか、必要に応じて環境レベルで上書きすることができます。検証済みリファレンス:
[Magento 2.4 DevDocs] 2

最新問題: 52
Adobe Commerce開発者は、ProductRepositoryinterf aceを使用して製品のリストを生成し、スタンドアロンテーブル（つまり、EAV属性ではない）に保存されているデータに対して supplier_idフィル
ターを使用して製品を検索したいと考えています。

保守性を念頭に置いて、開発者はどのようにしてサプライヤー IDを検索に追加できるでしょうか?
A. \Hagento\catalogVtodel\ProductRepository: :geti_ist()に beforeプラグインを記述し、渡された検索条件を登録します。イベントオブザーバーを記述して、イベント
cataiog_product_coiiection_ioad_beforeをリッスンします。登録された検索条件を反復処理し、見つかった場合は、必要な結合とフィルターをイベントコレクションに適用します。
B.仮想型にCUStOmフィルターを追加する

「agento\Catalog\Model\Api\SearchCriteria\CollectionProcessor\ProductFilterProce5sor for supplier_idフィールド。カスタムフィルターで、渡された $collectionに必要な結合とフィルターを適用しま

す。

C. \Magento\Framework\Api\SearchCriteria\CollectionProcessorInterfaceに beforeプラグインを記述します: :
process()。$searchCriteriaを反復処理する
supplier_idに提供され、見つかった場合は、渡された scollectionに必要な結合とフィルターを適用します。
Answer: B (メーッセージを残す)
開発者は仮想型にカスタムフィルターを追加できる

supplier_idフィールドの Magento\Catalog\Model\Api\SearchCriteria\CollectionProcessor\ProductFilterProce5sor。
カスタムフィルターでは、開発者は渡された $collectionに必要な結合とフィルターを適用できます。これは、依存性注入とプラグインを使用して製品の検索条件を拡張するための推奨される方法です。
検証済みの参照: [Magento 2.4 DevDocs] [Magento Stack Exchange] Adobe Commerceで、スタンドアロンテーブルに格納されている非 EAV属性にカスタムフィルターを追加する必要がある場合、最
も保守しやすい方法は、ProductFilterProcessorのカスタムフィルターを作成することです。このプロセッサーを使用すると、カスタマイズされた検索条件の処理が可能になり、コア機能を変更したり、
プラグインやオブザーバーに依存したりすることなく、カスタム結合やフィルターを含めるように拡張できます。

* ProductFilterProcessorのカスタムフィルターが推奨される理由:
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* SearchCriteria\CollectionProcessor内の ProductFilterProcessorは、製品コレクションのフィルタリングを処理するために特別に設計されています。これをカスタムフィルターで拡張することで、開
発者はスタンドアロンテーブルに結合とフィルターを実装できます。

*このアプローチはモジュール化されており、再利用可能であるため、ProductRepositoryInterfaceを利用するすべてのコードで supplier_idフィルターをシームレスに適用できます。
*カスタムフィルターの実装:
*スタンドアロンテーブルを結合し、supplier_idフィルターを適用するために必要なロジックを実装するカスタムフィルタークラスを定義します。
*このカスタムフィルターを ProductFilterProcessorの di.xml内の仮想タイプに登録し、supplier_idを検索条件の一部として処理できるようにします。
*オプションAとCがあまり適していない理由:
*オプション Aはイベントオブザーバーに依存しますが、これはモジュール性が低く、すべての製品コレクションのロードイベントをリッスンする必要があるため、パフォーマンスに影響が出る可能性
があります。

*オプション Cは機能的ではありますが、CollectionProcessorInterface::process()を変更する必要があり、これはより汎用的で、製品コレクションのフィルタリングに特化されていません。
*参考文献:
* CollectionProcessorでのカスタムフィルターの使用に関する Magento開発者向けドキュメント
*依存性注入と仮想型に関する Magento DevDocs

最新問題: 53
Adobe Commerce開発者は、「卸売」顧客グループのすべてのユーザーに対して 15%の追加料金を実装するように求められています。ベストプラクティスを念頭に置いて、これを実現するにはどうすれ

ばよいでしょうか。

A.現在のユーザーがグループに属している場合に変更された合計を計算するための新しい合計コレクタークラスを宣言し、それをモジュールの etc/sales .xmlファイルに登録
し、checkout_cart_index.xmlおよび checkout_index_index.xmlレイアウトを変更して、合計ブロックに新しい子を含めます。
B.「卸売」グループにのみ適用されるカート価格ルールを作成します。ルールの条件を指定せず、「アクション」セクションで、「割引額」フィールドを -15に設定して、「商品価格の割引率」を適用するルー

ルを指定します。

C. cataiog_product_get_final_priceイベントのオブザーバーを作成します。現在の顧客が「卸売」グループに属しているかどうかを確認し、属している場合は、
Answer: C (メーッセージを残す)
$observer->getEventC)データから productを取得し、$product->setData('final_price', $product->getData( 'final_price') * 1.15)を呼び出します。
Explanation:
管理者に支払い方法が見つからない理由として考えられるのは、モジュール config.xmlでノード can_use_internalが trueに設定されていないことです。このノードは、支払い方法が管理者エリアで使
用できるかどうかを決定します。falseに設定されている場合、または省略されている場合、支払い方法は管理者の注文には使用できません。支払い方法を管理者専用に有効にするには、ノード
can_use_internalを trueに設定し、ノード can_use_checkoutを falseに設定する必要があります。検証済みリファレンス: [Magento 2.4 DevDocs] [Magento Stack Exchange]

最新問題: 54
開発者は Adobe Commerce Cloudプロジェクトに取り組んでおり、環境に展開されているサービスの接続データを取得したいと考えています。開発者には、これを行うために必要なすべての権限があ
ります。

開発者が接続資格情報を取得するために選択する 2つのオプションはどれですか? (2つ選択してください。)
A. magento-cloud relationships CLIコマンドを実行します。
B.プロジェクトWebインターフェイス専用セクションからデータを取得します。
C. ece-tools env:config:show servicesコマンドを実行します。
D. SSH経由でサーバーに接続し、$_ENV['services']変数を読み取ります。
Answer: A,B (メーッセージを残す)
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Adobe Commerce Cloudでは、開発者のアクセスと利用可能なツールに応じて、さまざまな方法で、デプロイされたサービス (データベース、キャッシュ、その他のサービスなど)の接続データを取得で
きます。

* magento-cloud relationshipsコマンドの使用:
*この CLIコマンドは、データベースや Redisなど、環境に関連付けられているサービスの接続資格情報をコマンドラインから直接取得します。
*プロジェクトWebインターフェース:
*プロジェクトWebインターフェイスには、開発者がサービス接続の詳細にアクセスできる専用セクションが用意されており、グラフィカルインターフェイスを好むユーザーにとって便利です。
*オプション Aと Bが正しい理由:
*どちらの方法も有効であり、接続情報にアクセスするために頻繁に使用されます。オプション C (ece-tools env:config:show services)は存在しません。オプション D ($_ENV['services']の読み取り)で
は SSHアクセスが必要となり、ユーザーフレンドリな形式で直接接続の詳細が提供されません。
*参考文献:
*サービスへのアクセスに関するAdobe Commerceドキュメント

最新問題: 55
Adobe Commerce Cloudプロジェクトの販売者は、サブドメインを使用してWebサイトの 1つを設定したいと考えています。
販売者はドメインを secondstore.example.comに設定することを検討しています。
magento-vars.phpファイルを編集し、ドメインチェックを適用して$_SERVERを設定します
["MAGE_RUN_CODE"]および $_SERVER["MAGE_RUN_TYPE"]。
このアクションを実行するにはどのファイルが必要ですか?
A. NGINX仮想ホスト構成ファイルで secondstore.example.comサブドメインルートを構成します。
B. .magento/services.yamlで secondstore.example.comサブドメインルートを設定します。
C. .magento/routes.yamlで secondstore.example.comサブドメインルートを設定します。
Answer: C (メーッセージを残す)
Adobe Commerce Cloudでは、カスタムドメインとサブドメインのルーティング構成は、.magento/routes.yamlファイル内で管理されます。このファイルは、リクエストがアプリケーションに送信され
る方法を定義し、固有のサブドメインを持つさまざまなストアやWebサイトを設定するために不可欠です。
*サブドメイン設定に .magento/routes.yamlを使用する:
* secondstore.example.comのような新しいサブドメインを設定するには、でルートを設定する必要があります。
magento/routes.yaml。このファイルは、Adobe Commerce Cloudプロジェクトのすべてのルーティングとドメイン構成を処理します。
*オプション Cが正しい理由:
* .magento/routes.yamlは、サブドメインを含むルーティングルールを定義するために特別に設計されているため、このタスクに適しています。
*オプション A (NGINX構成)とオプション B (.magento/services.yaml)は、Adobe Commerce Cloudでドメインルーティングを直接管理しないため、正しくありません。
*構成例:
http://secondstore.example.com/:
タイプ:アップストリーム
アップストリーム: "mymagento:80"
参考文献:
* Adobe Commerce Cloudのドキュメント:routes.yamlの設定

最新問題: 56
Adobe Commerce拡張機能を備えた物流会社は、すべての顧客に、確認済みの配送料金のリストを CSVファイルで毎月送信します。販売者は、この CSVファイルを Adobe Commerceの管理設定の

「ファイルアップロード」フィールドにアップロードします。

https://www.jpnpdf.com/Adobe.AD0-E716.v2025-04-28.q70-mondaishu.html


「ファイルアップロード」フィールドを表示し、実際の CSVインポートを処理するための 2つの要件は何ですか? (2つ選択してください。)

A.

B.

C.

D.
Answer: B,C (メーッセージを残す)
Adobe Commerce (Magento)管理設定で「ファイルアップロード」フィールドを表示し、アップロードされた CSVファイルを処理するには、次の 2つの主要な要件を満たす必要があります。
*ファイルアップロード処理を扱うバックエンドモデル（オプションB）：バックエンドモデル（\My\Module\Model\Config\Backend\ImportFees）を拡張する必要があります。
\Magento\Framework\App\Config\Valueに移動し、afterSaveメソッドをオーバーライドします。このメソッドには、アップロードされた CSVファイルを保存した後に処理するために必要なロジックが
含まれます。バックエンドモデルは、CSVファイルの読み取りや必要な操作の実行などのカスタム処理を処理できる重要なコンポーネントです。
*説明:バックエンドモデルは、Magentoで、設定値をカスタムの方法で保存するためのロジックを追加するために使用されます。ここでは、CSVファイルを処理し、データベースに追加データを保存し
たり、その他の操作を実行したりする必要があるため、これが不可欠です。

*参考: Magento DevDocsとコアモジュールでは、管理者構成値にカスタム保存アクションが必要な場合は常にバックエンドモデルが利用されることが示されています。
* system.xmlでのファイルタイプ設定 (オプション C): type="file"属性を使用して etc/adminhtml/system.xmlでフィールドを定義すると、Magentoはこのフィールドを管理設定でファイルアップロー
ド入力としてレンダリングします。<field>タグには、適切な id、label、type="file"、およびバックエンド設定で定義するために必要なその他の属性が必要です。フィールドの type属性を fileに設定する
と、設定内でファイルアップロード機能が有効になります。
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*説明: system.xml内のファイルタイプは、Magentoにファイル入力フィールドをレンダリングするように指示します。これは、ユーザーが管理構成でファイルをアップロードし、バックエンドモデル
で処理できるようにするために重要です。

*参考資料: Magentoの公式ドキュメントでは、system.xml構成ファイルを使用して Magentoバックエンドのシステム構成にカスタムフィールドを追加する方法について説明しています。
オプション Aと Dは、ファイルアップロードフィールドの設定と CSVインポートの処理の要件に具体的に対処していないため、正しくありません。オプション Aはバックエンドモデルを構成します
が、必要なファイルタイプ定義がありません。オプション Dは、ファイルフィールドのカスタムタイプを定義しますが、ファイルのアップロードまたは CSV処理の要件に直接対処していません。

最新問題: 57
Adobe Commerce開発者は、Adobe Commerce Cloud (Pro Plan)の製品に重要な機能を導入しようとしています。機能に問題が発生した場合にロールバックできるように、スナップショットを作成した
いと考えています。

スナップショットはどのように作成されるのでしょうか?
A. Project Web Interfaceの専用ボタンを使用します。
B. Cloud CLI for Commerce専用コマンドを使用します。
C. Adobe Commerce Cloudサポートへのチケットを作成します。
Answer: B (メーッセージを残す)
Adobe Commerce Cloud (Pro Plan)に変更を展開する前にスナップショットを作成するには、スナップショットを作成するための専用コマンドを提供する Cloud CLIを使用することをお勧めします。こ
れにより、展開後に問題が発生した場合に迅速にロールバックできます。

* Cloud CLIを使用してスナップショットを作成する:
* Adobe Commerce Cloud CLIツールには、コードとデータの現在の状態をキャプチャするスナップショットを管理するためのコマンドが含まれており、重要な変更を行う前に復元ポイントを確保でき
ます。

*オプション Bが正しい理由:
* Cloud CLIはスナップショットを作成する最も直接的な方法であり、開発者はスナップショットがいつどのように生成されるかを制御できます。オプション AはWebインターフェースにスナップ
ショット作成ボタンがないため正しくありません。また、オプション Cはスナップショットの作成にサポートは必要ないため不要です。
*参考文献:
*スナップショットの作成と管理に関する Adobe Commerce Cloudドキュメント

最新問題: 58
Adobe Commerce開発者が cronログを確認すると、次のジョブが毎日発生していることがわかります: main.INFO: Cron Dob inventory_cleanup_reservationsが正常に終了しました。ただし、データ
ベースの inventory_reservationテーブルは空になっていません。なぜ inventory_reservationテーブルにレコードが残っているのでしょうか?
A.キャンセルされた注文に一致する予約のみが cronジョブによって削除されます。
B.不要になった予約のみが cronジョブによって削除されます。
C.マルチソースインベントリの「自動クリーンアップ」機能が構成で無効になっています。
Answer: B (メーッセージを残す)
inventory_reservationテーブルにレコードが残っているのは、不要になった予約のみが cronジョブによって削除されるためです。inventory_reservationテーブルは、各注文の各製品の数量を追跡し、注
文が発注、出荷、キャンセル、または返金されたときに各製品の予約を作成します。最初の予約の数量値は負で、後続の予約の数量値は正です。注文が完了すると、製品のすべての予約の合計はゼロにな

ります。cronジョブは、合計がゼロの予約のみをテーブルから削除し、未完了の注文に必要な予約はそのまま残します。検証済みリファレンス: [Magento 2.4 DevDocs] [Magento Stack Exchange]

最新問題: 59
Adobe Commerce開発者が、Magento\Framework\App\cache\Proxyクラス内の save()関数用の beforeプラグインを作成しました。このプラグインの目的は、特定の条件を満たすすべてのキャッシュ識
別子にプレフィックスを追加することです。
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プラグインが期待どおりに実行されないのはなぜですか?
A.同じ関数に対して定義された別の aroundプラグインは、呼び出し可能オブジェクトを呼び出しません。
B.キャッシュ識別子は不変であり、変更できません。
C.ターゲット ClaSSは Magento\Framework\ObjectManager\NoninterceptableInterfaceを実装します。
Answer: C (メーッセージを残す)
Magento 2開発者向けのプラグイン (インターセプター)ガイドによると、プラグインは、パブリッククラスメソッドをインターセプトしてその前、後、またはその前後でコードを実行することで、パブ
リッククラスメソッドの動作を変更するクラスメソッドです。ただし、Magento 2の一部のクラスは NoninterceptableInterfaceインターフェイスを実装しているため、それらのクラスに対してプラグ
インが生成されません。Magento\Framework\App\cache\Proxyクラスは、Magento\Framework\ObjectManager\NoninterceptableInterfaceから拡張されているため、その 1つです。したがって、ターゲッ
トクラスが NoninterceptableInterfaceを実装しているため、プラグインは期待どおりに実行されません。検証済みの参照: https://devdocs.magento.com/guides/v2.3/extension-dev-guide/plugins.html

最新問題: 60
Adobe Commerce開発者は、マーケットプレイスで販売するモジュール (Vendor.ModuleName)を作成しています。新しいモジュールは宣言型スキーマを使用してデータベーステーブルを作成するた
め、開発者はモジュールが無効になったときにテーブルが削除されるようにする必要があります。

これを実現するために開発者は何をする必要がありますか?
A.開発者が行う必要がある作業はこれ以上ありません。モジュールが無効になり、bin/magento setup:upgradeが実行されると、テーブルは削除されます。
B.開発者が行う必要がある作業はこれ以上ありません。bin/magento module:uninstall vendor_ModuleNameが実行されると、テーブルは削除されます。
C. Magento\Framework\setup\Patch\PatchRevertabieインターフェースを実装し、revert関数でテーブルを削除するスキーマパッチを追加します。
Answer: C (メーッセージを残す)
Magento 2開発者向けの宣言型スキーマの概要ガイドによると、宣言型スキーマは、開発者がデータベースの最終的な望ましい状態を宣言し、冗長な操作を実行せずにシステムが自動的にそれに合わせ
て調整できるようにする新しい機能です。ただし、宣言型スキーマはモジュールのアンインストールや変更の元に戻すことをサポートしていません。モジュールが無効になっているときにテーブルを削

除するには、開発者は Magento\Framework\setup\Patch\PatchRevertabieinterfaceを実装し、元に戻す関数でテーブルを削除するスキーマパッチを追加する必要があります。モジュールが bin/magento
module:disableコマンドを使用して無効になっているときに、元に戻す関数が実行されます。検証済みの参照: https://devdocs.magento.com/guides/v2.3/extension-dev-guide/declarative-schema/

最新問題: 61
Adobe Commerce開発者は、管理パネルのカスタムフォームにファイルフィールドを追加するタスクを負っています。このフィールドでは、サイズが 2 MB以下の .PDFファイルのみを受け入れる必要
があります。これまでに、開発者は、フォームコンポーネント xmlファイルの fieldsetノード内に次のコードを追加しました。

開発者は検証をどのように実装するのでしょうか?
A)
HyVendor\MyModule\Controller\Adminhtml\CustomEntity\UploadPdfコントローラー内に検証を追加する
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B)
モジュールの di.xmi内に、コンストラクターの aiilowedExtensionsと maxFilesizeを指定する仮想型 forMyvendor\MyModuie\Modei\customPdfupioaderを追加します。

C)
<settings>ノード内に次のコードを追加します。

A.オプションA
B.オプションB
C.オプションC
Answer: B (メーッセージを残す)
開発者は、モジュールの di.xmi内で、コンストラクターの aiilowedExtensionsと maxFilesizeを指定して、Myvendor\MyModuie\Modei\customPdfupioaderの仮想型を追加できます。この方法では、開発
者は既存のファイルアップローダークラスを再利用し、コアコードを変更せずに特定のフィールドに合わせてカスタマイズできます。検証済みの参照: [Magento 2.4 DevDocs] [Magento Stack
Exchange]

有効な AD0-E716問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AD0-E716試験問題集！ GoShiken.comが最新の AD0-E716試験問題集を提供しています。GoShiken.com AD0-E716試験問
題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AD0-E716問題集をゲットする人はこちら: https://www.goshiken.com/Adobe/AD0-E716-mondaishu.html (7230%OFF問題集溶と正解付

きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 62
Adobe Commerce Cloud開発者は、データベースを本番環境からステージング環境に転送した後でも、ステージング環境で支払い構成が引き続き有効であることを確認したいと考えています。
構成が常に適切に設定されていることを確認するために、開発者は何を追加する必要がありますか?
A.専用の core_conf ig_data_stgテーブル内の行。
B.プロジェクトレベルの環境変数。
C.環境レベルの環境変数。
Answer: C (メーッセージを残す)
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開発者は、ステージング環境で支払い設定が常に適切に設定されていることを確認するために、環境レベルの環境変数を追加する必要があります。環境変数は、Adobe Commerce Cloudアプリケーショ
ンとサービスの動作に影響を与える設定です。環境変数は、プロジェクトレベルまたは環境レベルで設定できます。プロジェクトレベルの変数はすべての環境に適用されますが、環境レベルの変数は特

定の環境のプロジェクトレベルの変数をオーバーライドします。開発者は、環境レベルの変数を使用して、他の環境に影響を与えずにステージング環境の支払い設定をカスタマイズできます。検証済み

の参照: [Magento 2.4 DevDocs]

最新問題: 63
Adobe Commerce開発者が、特定の注文を外部の会計システムにエクスポートするプロセスを作成しました。Magento CLIを使用して、コマンド php bin/magento my_moduleでこのプロセスを起動し
ます。

注文:プロセス --order_id=<order_id>が必要です。
例: php bin/magento my_module:order:process --order_id=1245。
コマンドを設定する正しい方法は何ですか?

A.

B.

C.

D.
Answer: D (メーッセージを残す)
注文の処理に必須の --order_idなどの必須引数を含む Magento CLIコマンドを適切に構成するには、configure関数内で addArgumentメソッドを使用するのが最適です。このメソッドは、コマンドに必
要な引数を定義し、ユーザーが必要なデータを確実に提供できるようにします。

オプション Dが正解である理由は次の通りです。
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*必須入力に addArgumentを使用する:ここでは、addArgumentメソッドを使用して order_idを必須引数として宣言します。これは、パラメーターがコマンドの実行に不可欠であり、省略できない場合
は addOptionよりも適切です。InputArgument::REQUIREDを指定すると、コマンドは order_idをユーザーが必ず指定するようにします。
*説明: addArgumentは、コマンドが機能するために必要なデータに最適ですが、addOptionは通常、オプションのパラメータに使用されます。order_idは、処理する注文を識別するために不可欠である
ため、ここでは addArgumentが適切な選択となります。
*参考: Magentoの公式開発者ドキュメントによると、addArgumentは必須のコマンドライン引数に使用され、これは CLIコマンドで必要な入力を定義するための標準的な方法です。
*適切に構成されたコマンド名と説明:このオプションでは、setNameメソッドと setDescriptionメソッドが正しく使用され、コマンドの名前と目的が指定されます。これにより、コマンドが自己記述的
になり、CLIを使用する他の開発者や管理者にとっての使いやすさと読みやすさが向上します。
オプション A、B、Cは次のいずれかの理由で不正解です。
*必須パラメータにはあまり適していない addArgumentの代わりに addOptionを使用します (オプション B)。
*同じパラメータを重複して定義します (オプション C)。
*必須の CLIパラメータについては、Magentoのベストプラクティスに準拠しないその他の非標準構成を使用します (オプション A)。

最新問題: 64
1日に 2回実行される cronサービスを使用して開発された統合があり、請求書を作成できる注文がある場合に、統合された ERPシステムに注文 IDを送信します。注文には、次のコードがすでにロード
されています。

$order = $this->orderRepository->get($orderId);
ストアに作成する請求書があるかどうかを確認するために、Adobe Commerce開発者はどのような実装を使用しますか?

A.

B.

C.
Answer: A (メーッセージを残す)
注文が請求書の発行対象かどうかを確認する正しい実装は、$order->canInvoice()メソッドを使用することです。このメソッドは、注文が完全に請求されていないかキャンセルされていないかなど、請求
書を作成するために必要なすべての条件を注文が満たしているかどうかを確認します。

オプション Aが正解である理由は次の通りです。
*請求書の適格性を確認するための canInvoice()の使用: $order->canInvoice()メソッドは、注文に対して請求書を生成できるかどうかを確認するために特別に設計されています。注文が請求書を発行で
きる状態にある場合にのみ trueを返します。このため、このメソッドは、注文を請求書発行のために ERPシステムに送信する必要があるかどうかを判断するのに適したメソッドになります。
*説明: canInvoice()メソッドは Magento\Sales\Model\Orderクラスの一部であり、さまざまな条件をチェックして請求が可能かどうかを判断します。これには、注文が完全に請求されていないかキャン
セルされていないことを確認することが含まれます。これは、Adobe Commerceの注文処理ワークフローの重要な条件です。
*参考資料: Magentoの Orderモデルに関する開発者向けドキュメントでは、特に ERP統合などのプロセスを自動化する場合に、請求書の適格性を判断するための推奨アプローチとして canInvoice()
が強調されています。

*代替案と制限:
*オプション B: $order->hasInvoice()メソッドは、注文に関連付けられた請求書がすでに存在するかどうかのみをチェックし、注文が新しい請求書の発行対象かどうかは示しません。注文に請求書が存
在する場合は trueを返しますが、このシナリオには適していません。
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*オプション C: $order->isPaymentReview()メソッドは、注文が支払い確認状態にあるかどうかを確認しますが、これは請求書作成の適格性とは直接関係ありません。注文が請求可能かどうかに関する
正確な情報は提供されません。

canInvoice()を使用することで、開発者は、Adobe Commerceの注文処理ロジックに従って、cronジョブが ERPシステムに請求の準備ができている注文のみを送信することを保証します。

最新問題: 65
メッセージキューは現在、queue/consumer-wait-for-messagesがtrueに設定されており、メッセージがキューに挿入されるまでコンシューマープロセスを実行できます。機能の一部は、モデルに格納され
たデータによって駆動されます。

\Magento\variable\Model\variableであり、この値はコンシューマーの実行中に 1回だけロードされます。変数が更新された場合は、消費されるメッセージごとに変数を再ロードしなくても、新しい値が
メモリにロードされるようにコンシューマーを再起動します。

Adobe Commerce開発者は、\Magento\Variable\Model\variable:: save()関数の afterプラグインを作成しました。
開発者はプラグインを使用してコンシューマーの再起動をトリガーするにはどうすればよいでしょうか?
A.関数 \Magento\Framework\MessageQueue\PoisonPill\Poi5onPillPutInterface::put()を呼び出します。
B.関数 \Magento\Framework\MessageQueue\Consumers\TriggerRe5tartInterface:trigger()を呼び出します。
C.グローバルキャッシュキー trigger_consumer_restartを 1に設定します。
Answer: A (メーッセージを残す)
Adobe Commerceでは、コンシューマプロセスを再起動する必要がある場合、PoisonPillPutInterfaceを使用できます。このインターフェイスのput()メソッドは「ポイズンピル」をトリガーし、実行中のコ

ンシューマに再起動を通知します。これは、更新されたデータをメモリに再ロードする必要がある場合に特に便利です。

\Magento\変数\モデル\変数。
ポイズンピルの仕組み:
ポイズンピルメソッドは、メッセージキューコンシューマーに現在のプロセスを停止して再起動するように指示し、前回の起動以降に発生した構成またはデータの変更を取得できるようにします。

オプション Aが正しい理由:
PoisonPillPutInterface::put()を呼び出すと、コンシューマーは再起動シグナルを受け取ります。これは、コンシューマーのライフサイクルの開始時にロードされたデータを更新する必要がある場合に最
適です。

オプション Bは、TriggerRestartInterface::trigger()が Magentoフレームワークに存在しないため、正しくありません。
オプション Cも、キャッシュキーを設定するだけではコンシューマーの再起動がトリガーされないため、正しくありません。
実装：

変数が保存された後に PoisonPillPutInterface::put()をトリガーするには、save()メソッドで afterプラグインを使用します。
参考文献:
メッセージキューとポイズンピルに関する Magento DevDocs

最新問題: 66
Adobe Commerce開発者がカスタムエンティティのインポーターとエクスポーターを作成しました。クライアントはこれを使用してエクスポートされたデータを変更し、ファイルを再インポートして
エンティティを一括更新します。

画像に関連する情報を JSON形式で含むテキスト属性、media_galleryがあります。これはクライアントが変更したいフィールドではありませんが、エクスポートされたデータを編集するために使用し
ているソフトウェアによって変更され、正しくインポートできないようです。

開発者はこれをどうやって防ぐのでしょうか?
A)エクスポーターとインポーターの両方に $_transformAttrsクラスプロパティ配列を使用して属性のシリアライザークラスを指定し、変換されるようにします。
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B)インポートされたファイルから属性を削除するには、それを s_strippedAttrsクラスのプロパティ配列に追加します。

C) $_disatiedAttrsクラスプロパティ配列に追加して、エクスポートされないようにします。

A.オプションA
B.オプションB
C.オプションC
Answer: A (メーッセージを残す)
インポータークラスとエクスポータークラスの _transformAttrsクラスプロパティ配列を使用して、特定の属性のシリアライザークラスを指定できます。シリアライザークラスは、データがエクス
ポートまたはインポートされるときに、属性値をある形式から別の形式に変換するために使用されます。

この場合、開発者は media_gallery属性の JSONデータを文字列に変換するシリアライザークラスを指定できます。これにより、クライアントがエクスポートされたデータを変更するために使用してい
るソフトウェアが JSONデータを変更するのを防ぐことができます。
次のコードは、media_gallery属性のシリアライザークラスを指定する方法を示しています。
PHPの
クラス MySerializer
{
パブリック関数 serialize($value)
{
json_encode($value)を返します。
}
パブリック関数 deserialize($value)
{
json_decode($value)を返します。
}
}
$importer->setSerializer('media_gallery', MySerializer::class);
$exporter->setSerializer('media_gallery', MySerializer::class);
シリアライザークラスが指定されると、データがエクスポートまたはインポートされるときに、media_gallery属性の JSONデータが文字列に変換されます。これにより、エクスポートされたデータを
変更するためにクライアントが使用しているソフトウェアが JSONデータを変更するのを防ぐことができます。

最新問題: 67
Adobe Commerce Cloudの PHPエラーログにアクセスする 2つの方法は何ですか? (2つ選択してください。)
A.プロジェクトWebインターフェイスの専用エントリに移動します。
B. Adobe Admin Logアプリケーションを使用します。
C. SSH経由でサーバーに接続し、ログファイルをローカライズします。
D. Cloud CLI for Commerceの専用コマンドを使用します。
Answer: C,D (メーッセージを残す)
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最新問題: 68
Adobe Commerce Cloudプロジェクトのマーチャントは、サブドメインを使用してWebサイトの 1つを設定したいと考えています。マーチャントは、ドメインを secondstore.example.comに設定する
ことを検討しています。

magento-vars.phpファイルを編集するだけでなく、ドメインチェックを適用し、$_SERVER["MAGE_RUN_CODE"]と $_SERVER["MAGE_RUN_TYPE"]を設定します。
このアクションを実行するにはどのファイルが必要ですか?
A. NGINX仮想ホスト構成ファイルで secondstore.example.comサブドメインルートを構成します。
B. .magento/services.yamlで secondstore.example.comサブドメインルートを設定します。
C. .magento/routes.yamlで secondstore.example.comサブドメインルートを設定します。
Answer: (解答を表示する)
開発者は、.magento/routes.yamlファイルでサブドメインルートを構成することで、Webサイトの 1つにサブドメインを設定できます。このファイルは、受信リクエストが Adobe Commerce Cloudプ
ラットフォーム上のさまざまなアプリケーションまたはサービスにルーティングされる方法を定義します。開発者は、secondstore.example.comのルートを追加し、それを example.comと同じアプリ
ケーションにマッピングする必要があります。また、開発者は、secondstore.example.comのアップストリーム変数を MAGE_RUN_CODEおよび MAGE_RUN_TYPEとして指定する必要があります。
検証済みリファレンス: [Magento 2.4 DevDocs] 3

最新問題: 69
Adobe Commerce開発者が iframeを追加し、外部ドメインの JavaScriptライブラリをWebサイトに組み込みました。その後、コンソールに次のエラーが表示されました。
コンテンツセキュリティポリシーの指令に違反しているため、[URL]のフレーム化を拒否しました。
このエラーを修正するには、csp_whitelist.xmlファイルに追加する正しいポリシー IDは何でしょうか?
A.フレームソースとスクリプトソース
B. default-srcと object-src
C.フレーム祖先と接続元
Answer: C (メーッセージを残す)
frame-ancestorsディレクティブは、現在のページを iframeに埋め込むことが許可されるドメインを指定します。connect-srcディレクティブは、<script>タグまたは XMLHttpRequestを通じて現在の
ページによってロードされることが許可されるドメインを指定します。

この場合、開発者は外部ドメインのページを埋め込む iframeを追加しました。外部ページのドメインが frame-ancestorsディレクティブにリストされていないため、コンテンツセキュリティポリシー
(CSP)によって iframeが読み込まれません。
このエラーを修正するには、開発者は外部ページのドメインを frame-ancestorsディレクティブに追加する必要があります。これを行うには、csp_whitelist.xmlファイルに次の行を追加します。
<frame-ancestors>https://www.example.com</frame-ancestors>

最新問題: 70
Adobe Commerce開発者がカートの機能を拡張する新しいモジュールを作成しています。モジュールは app/code/CompanyName/ModuleName/にインストールされています。
Adobe Commerce開発者は、既存の CartltemPrices GraphQLスキーマを拡張してカスタム base_priceフィールドを含めるにはどうすればよいでしょうか?
A. Resolve()関数に base_priceフィールドを追加する Hagento\QuoteGraphQl\Model\Resolver\CartItemPricesの <prefffrence>を作成して構成します。
B.モジュールの etc/schema.graphqisファイルに以下を追加します。

C)
モジュールの etc/graphqi/di.xmiファイルに以下を追加します。
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C.オプションA
D.オプションB
E.オプションC
Answer: (解答を表示する)
開発者は、モジュールの etc/schema.graphqlsファイルに次のコードを追加することで、既存の CartltemPrices GraphQLスキーマを拡張し、カスタム base_priceフィールドを含めることができます。
extend type CartltemPrices { base_price: Money! @doc(description: "カートアイテムの基本価格") }このコードは、CartltemPrices型に base_priceという新しいフィールドを追加し、それが Money型で
あり、null値ではないことを指定します。@docディレクティブは、スキーマドキュメントに表示されるフィールドの説明を追加します。開発者は、base_priceフィールドのカスタムリゾルバクラスを
作成し、モジュールの di.xmlファイルで宣言する必要もあります。検証済みの参照: [Magento 2.4 DevDocs] [Magento Stack Exchange]
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